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主な
内容

12 月３日、 第 13 回かほく市囲碁将棋大会

が高松産業文化センターで開催されました。

少年棋士も多数参加して、 大人顔負けの熱い

戦いを繰り広げました。



年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

か
ほ
く
市
長  
油
野 

和
一
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
平
成
30
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
県
内

の
市
町
村
合
併
第
１
号
と
し
て
誕
生
し
た

「
か
ほ
く
市
」
も
、
来
る
３
月
１
日
で
、

早
や
15
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

初
代
市
長
と
し
て
、
か
ほ
く
市
政
を
担

当
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
住
み

よ
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
、「
安
全
」で「
安

心
」
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
様
の
融
和
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
大
手
出
版

社
が
全
国
の
市
区
を
対
象
に
調
査
・
公
表

す
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
全

国
８
１
４
市
区
の
中
で
、
昨
年
は
４
位
と

な
り
、
一
昨
年
の
７
位
か
ら
さ
ら
に
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
、
４
年
連
続
で
全
国
の
ト
ッ

プ
10
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
厚
く
お
礼
を

よりいっそう「男女一人ひとりが輝
き支え合うまち」を目指して

春夏秋冬１年を通して様々なパター
ンのライトアップで彩られています

空き家に関する諸問題を改善し、より住
みやすく魅力あるまちづくりを目指して

２
０
１
７
年

　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

１
月

◇ 

第
13
回
か
ほ
く
市
成
人
式
挙
行
。
新
成
人
３
３
９
人
が
出
席
（
１
／
８
）

◇   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

ス
タ
ー
ト
（
１
／
11
）

◇   

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
冬
の
味
く
ら
べ
」。
登
録
店
自
慢
の
ア
イ
デ
ア

雑
炊
や
鍋
料
理
を
食
べ
く
ら
べ
（
１
／
14 

～ 

２
／
12
）

２
月 

◇ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
か
ほ
く
を
開
催
（
２
／
11
）

３
月 

◇   

第
13
回
か
ほ
く
市
制
施
行
記
念
継
走
大
会
を
開
催
。
１
１
３
チ
ー
ム

が
参
加
（
３
／
５
）

◇   

石
川
県
司
法
書
士
会
と 「
空
き
家
対
策
事
業
に
関
す
る
協
定
」 を
締
結
（
３
／
16
）

◇   

石
川
県
さ
く
井
協
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
活
動
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
（
３
／
16
）

◆ 「
か
ほ
く
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
（
３
／
17
）

４
月 

◇ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付
を
開
始
（
４
／
１
）

◇ 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付
を
開
始
（
４
／
１
）

◆ 

西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館 「
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」 が
ス
タ
ー
ト（
４
／
７
）

◇   

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
。
看
護
大
生
と
共
同
開
発

し
た
「
か
ほ
く
健
康
弁
当
」
を
販
売
（
４
／
８
）

◇ 

か
ほ
く
市
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
か
ほ
く
市
初
の
女
性
市
議
誕
生
（
４
／
16
）

５
月

◇   

第
14
回
か
ほ
く
市
民
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
。
約
１
２
０
人
が
参
加

し
、
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
市
内
の
夜
景
を
楽
し
ん
だ
（
５
／
13
）

６
月

◇   

平
成
29
年
度
河
北
郡
市
消
防
団
連
合
訓
練
で
、
か
ほ
く
市
消
防
団
宇
ノ
気

第
三
分
団
が
総
合
の
部
お
よ
び
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
準
優
勝
（
６
／
18
）

◇   

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
、
か
ほ
く
市
が
全
国

８
１
４
市
区
の
中
で
４
位
と
な
る
（
６
／
20
）

７
月 

◇   

海
浜
一
斉
清
掃
に
市
民
を
は
じ
め
市
内
企
業
な
ど
か
ら
約
２
３
０
０
人

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昨
年
は
第
２
次
か
ほ
く
市
総
合
計
画
の
２

年
目
と
な
り
、
本
格
的
な
計
画
実
現
の
年

で
あ
る
と
と
も
に
、
か
ほ
く
市
創
生
総
合

戦
略
の
中
間
年
と
な
る
重
要
な
年
で
も
あ

り
、
か
ほ
く
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
活
性

化
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
が
集
い
、

住
ん
で
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
、
定
住
促
進
策
に
つ
き
ま
し

て
は
「
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励
金
」

や
「
新
婚
さ
ん
住
ま
い
応
援
事
業
」
が
順

調
に
推
移
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
お

り
、新
た
に
創
設
し
た
「
学
生
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
奨
励
金
」
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、

さ
ら
な
る
定
住
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
歳
未
満
児
の
受
入
れ
を
可
能
な
限

り
実
現
す
る
た
め
、
４
つ
の
保
育
園
に
お

い
て
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
増
改
修
を
行
い
、

保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
た
ほ
か
、
新
た

に
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」

を
創
設
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
子
育
て
支
援

を
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、

現
在
、
外
日
角
小
学
校
及
び
七
塚
小
学
校

の
長
寿
命
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
外
日
角
小
学
校
に
お
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
工
事
に
取
り
掛
か
る
予
定
と
し

て
お
り
、
七
塚
小
学
校
に
お
い
て
は
、
基

本
設
計
を
踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
実
施
設
計
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
昨
年
４
月
か
ら
西
田
幾
多
郎
記
念

哲
学
館
を
含
め
た
「
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
を
開
始
し
て
お
り
、
四
季
折
々

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
演
出
に
よ
り
、

か
ほ
く
市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
賑
わ
い
創
出
に
つ

な
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
将
来
の

か
ほ
く
市
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
策
を
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
め
、
か

ほ
く
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ドイツ メスキルヒ市から青少年訪問団員
20 人が来市し、日本の文化に触れました

第１期生 35 人が自分たちのできる地域活
動・奉仕活動を考え、取り組んでいます

が
参
加
（
７
／
９
）

◇   

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
か
ほ
く
」
を
開
催
。
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
で
盛
り
上
が

る
（
７
／
29 

～ 

30
）

◆   「
第
２
次
か
ほ
く
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」 を
策
定
（
７
／
31
）

８
月 

◇ 

中
央
図
書
館
の
来
館
者
が
70
万
人
を
突
破
（
８
／
３
）

◇   

第
７
回
か
ほ
く
市
子
ど
も
議
会
を
開
催
。
大
好
き
な
「
か
ほ
く
市
」
を
良
く

し
た
い
と
子
ど
も
議
員
が
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
言
を
行
う
（
８
／
４
）

◇   

第
69
回
石
川
県
民
体
育
大
会
で
、
女
子
総
合
４
位
（
一
般
女
子
の
部
３
位
）、

男
子
総
合
７
位
と
な
る（
冬
季
大
会
２
／
25 

～ 

26
、夏
季
大
会
８
／
５ 
～ 
６
）

◆   

子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
「
Ｉ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ 

か
ほ
く
」
が
「
地
方
版
Ｉｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
に
選
定
さ
れ
る
（
８
／
７
）

◆   

市
内
の
中
学
生
が
各
校
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
か
ほ
く
市
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」
が
発
足
（
８
／
10
）

◇   

か
ほ
く
市
防
災
訓
練
を
宇
ノ
気
地
区
で
実
施
。
約
１
０
０
０
人
が
参
加
（
８
／
20
）

10
月

◇   

第
４
回
か
ほ
く
市
小
学
生
体
育
大
会
を
開
催
。
市
内
の
小
学
６
年
生

３
２
２
人
が
参
加
（
10
／
４
）

◇ 

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
執
行
（
10
／
22
）

◇ 

宇
ノ
気
中
学
校
創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催
（
10
／
24
）

◇   

第
14
回
か
ほ
く
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
の

講
演
を
皮
切
り
に
河
北
台
中
学
校
周
辺
で
開
催
（
10
／
28 

～ 

29
）

11
月

◇ 

高
松
中
学
校
創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催
（
11
／
３
）

◇   

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
か
に
カ
ニ
合
戦
」
を
開
催
。
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る
長
野
県
駒
ヶ
根
市
も
参
加
（
11
／
12
）

◆   

姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
青
少
年
訪
問
団
20
人
が
来
市
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
と
の
交
流
を
深
め
る
（
11
／
８ 

～ 

16
）

◇ 

Ｉ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ 

か
ほ
く
選
定
記
念
イ
ベ
ン
ト 

を
開
催
（
11
／
18
）

◇   

地
域
間
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、第
４
回
か
ほ
く
市
民
交
流
大
会（
室

内
ペ
タ
ン
ク
大
会
）
を
開
催
（
11
／
26
）

12
月 

◇ 

第
14
回
か
ほ
く
市
政
座
談
会
を
開
催
（
12
／
３
）

◇   

石
川
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
河
北
支
部
と 

「
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す

る
協
定
」 を
締
結
（
12
／
４
）

ものづくりの楽しさを味わい、プログラミン
グを学べるよう様々な取り組みをしています

◆
は
上
部
に
関
連
写
真
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身近な話題など、皆様から
のお便りお待ちしています。
企画情報課　情報推進室
  ℡ 283-7112まちの話題

平成 29 年度  永年勤続農業委員石川県農業会議会
長表彰受賞　　11 ／ 20
　加賀市で開催された第 55 回石川県農業委員会大会の席上で、
喜綿雅之さん （大崎） ならびに今本重蔵さん （木津） が石川県農
業会議会長表彰を受賞しました。
　長年、地域農業の振興に努力し、農業委員会の運営ならび
に発展に尽力された功績が認められたものです。

喜綿 雅之さん

平成 29 年度  石川県優良子ども会知事表彰受賞
11 ／ 25
　平成 29 年度石川県優良子ども会知事表彰式が、いしかわ子
ども交流センターで開催されました。
　かほく市からは、狩鹿野子ども会 （宇ノ気支部） が、青少年
健全育成のための活動や地域に根ざした取り組みを積極的に
実施した功績により表彰されました。

平成 29 年度  東海北陸地区子ども会連絡協議会会
長表彰受賞　　10 ／ 28
　平成 29 年度東海北陸地区子ども会育成研究協議会表彰式が三
重県津市神宮会館で開催されました。
　長年、地域の子ども会のリーダー育成や指導者の養成など子
ども会の運営に尽力された功績が認められ、かほく市子ども会
宇ノ気支部の森豊茂さん （宇野気） が会長表彰を受賞しました。

森 豊茂さん

狩鹿野子ども会の木谷 幸喜さん （左） と星場 琉成さん

「地域見守り活動」石川県エルピーガス協会河北支部と協定締結
12 ／４
　かほく市が石川県エルピーガス協会河北支部と「地域見守
り活動に関する協定」を締結しました。
　ＬＰガス販売事業者がガス器具等の点検で高齢者宅を訪問
する機会が多いという特性を生かし、訪問時に高齢者の見守
りを行い、異常などを発見した場合は市に連絡するという内
容で「ひとり暮らし高齢者」や「高齢者のみ世帯」等の見守
り支援の強化を行います。

銀座アンテナショップでＰＲ
11 ／ 25 〜 26
　東京 銀座の石川県アンテナショップ「いしかわ百万石物語・
江戸本店」で「かほく市かにカニ合戦フェア」が開催されま
した。
　フェアでは「加能ガニ」の即売が行われたほか、かほく市
の特産品も販売され、多くの来場者でにぎわいました。
　また「香箱ガニ」をふんだんに使ったカニ汁も振る舞われ、
寒空のもと、首都圏の方々がかほく市の冬の味覚に舌鼓をう
ちました。

河北台健民体育館で百歳体操自主運動グループがスタート！
11 ／９
　河北台健民体育館で、めざせ！いきいき百歳体操自主運動
グループがスタートしました。
　グループのスタートに際し、長寿介護課が応援講座を開催
し、約 20 人の方々が参加しました。講座では「めざせ！い
きいき百歳体操」の実技指導や筋力運動の必要性についての
講話が行われました。今後は、毎週木曜日 14 時から百歳体
操を継続していく予定です。
　かほく市の「めざせ！いきいき百歳体操自主運動グループ」
はこれで 25 グループになりました。各地区の取り組みに興
味のある方は、長寿介護課（℡２８３−７１５０）までお問
い合わせください。 河北台健民体育館百歳体操の様子

毎年大好評のカニ汁！かほく市の冬の味覚を堪能する人々

今本 重蔵さん 油野市長と加茂川支部長が協定書に調印
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かほく市 IoT 推進ラボ選定記念イベント
11 ／ 18
　小学生対象の親子ロボット教室やプログラミング教室、中
学生のロボットコンテスト参戦などの活動が、経済産業省の
進める「地方版 IoT 推進ラボ」に選定され、高松産業文化セ
ンターで記念イベントを開催しました。

　はじめに「第１回石川県小学生プログラミングコンテスト」
の表彰式を行い、７作品が受賞しました。プログラミングに
より、LED ライトを光らせるというテーマのもと、さまざま
なアイデアの作品が寄せられました。

【第１回石川県小学生プログラミングコンテスト結果】
賞 受賞者氏名（学校・学年） 作品名

　グランプリ 松田 あゆ美（木曳野小３年） 光るコースター
　準グランプリ 木谷 幸喜（宇ノ気小５年） 春夏秋冬

奨
励
賞

㈱アイ・オー・データ機器賞 古谷 瞳和（外日角小４年）  七色の願い  ランプシェード  星に願いを
三谷産業 ㈱ 賞 矢後 大雅（外日角小３年） 曲に合わせてキューピー
EIZO ㈱ 賞 志築 佳佑（外日角小５年） 歩行者用信号機
㈱ NTT ドコモ北陸支社賞 松田 啓惟（杜の里小５年） 夜の姫路城
㈱ 富士通 IT プロダクツ賞 宮田 駿星（宇ノ気小４年） プログラム ハッピーハロウィン

　次に独立行政法人情報処理推進機構 （IPA） の中山顕氏が「地方版 IoT 推進ラボ」について説明しました。また、
山越教育長が「かほく市 IoT 推進ラボ」の取り組みと、2020 年の学習指導要領改定により小学校で導入されるプロ
グラミング教育を踏まえ、かほく市の目指すものについて説明しました。

　続いて「これからのプログラミング教育を考える」という
テーマでパネルディスカッションを行いました。コーディネー
ターに石川工業高等専門学校の越野亮准教授、アドバイザー
に㈱サートプロ CEO の近森満氏、パネリストに石川工業高等
専門学校の加藤亨教授、大海小学校の山本洋校長、㈱ PFU 経
営戦略室の吉尾仁司担当部長の５人に登壇いただきました。
　今の子どもたちが大人になるころ、プログラミング教育で
培った思考力がどのように活かされるのか、また学校現場で
のプログラミング教育導入への不安や期待などを語っていた
だきました。

　中学校ではすでに技術の授業で「情報に関する技術」としてコンピューターや情報処理の仕組み、プログラミン
グでの機器の制御、操作などを学んでいます。小学校ではコンピューターを使ってプログラミングの技術を学ぶと
いうより、プログラミングの論理的な考え方を学びます。かほく市 IoT 推進ラボでは、学校の授業に加えてもっと
学びたいという児童・生徒が、楽しんで学べる機会を増やしたいと考えています。

まちの話題

おいしくなるかな？  紋平柿脱渋体験
11 ／ 22
　市内小学校３年生 277 人を対象にＪＡ石川かほく紋平柿集
出荷施設 （夏栗） で紋平柿の脱渋体験を行いました。
　まずはじめに、高松紋平柿生産組合の岩野伸一組合長から
紋平柿がおいしくなるまでのお話と集出荷施設の説明を受け
ました。その後、児童は１人１玉ずつ発泡スチロールに紋平
柿を詰めていき、その上に新聞紙・脱脂綿を敷いてアルコー
ルを染み込ませて脱渋作業を行いました。
　児童は、自分たちで脱渋した紋平柿を持ち帰り、渋が抜け
て甘くなった紋平柿を食べるのを楽しみにしていました。

かほく市内小中学校で「哲学対話」が行われました
７／４〜 11 ／ 30
　今年度から、かほく市内の小学５年生、中学２年生を対象
とした道徳授業「共通道徳」内に「哲学対話」が導入されま
した。
　簡単に結論の出せない問いを、対話をしながら考えていく

「哲学対話」。子どもたちは「努力をすると、必ずいいことが
あるのか？」という疑問をきっかけに、哲学館職員の進行で
じっくりと考え、対話し、他者の発言を聞くことでさらに考
えを深めていきました。

第４回かほく市民交流大会　　11 ／ 26
　第４回かほく市民交流大会 （室内ペタンク大会） が河北台
健民体育館で開催され、小学２年生から 70 代までの 48 チー
ム、268 人が参加しました。
　参加者は、室内ペタンクを通して、大会の目的である地域
間・多世代間の交流を深めつつも、白熱した戦いを繰り広げ、
会場全体が盛り上がりました。

【大会結果】チーム名 （所属ブロック）
  優 　 勝　本町Ａチーム （宇野気公民館）
  準 優 勝　内日角公民館Ｃ （内日角公民館）
  第 ３ 位　中町Ｄチーム （宇野気公民館）
  　 　 　　白尾公民館Ａ （白尾公民館）
  敗者復活賞　夏栗 （瑞穂東部） 室内ペタンクで盛り上がる参加者

甘い紋平柿になるかな？

哲学対話をする中学生（河北台中  11 月 21 日）

パネルディスカッションの様子

第１回石川県小学生プログラミングコンテスト受賞者の皆さん
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かほく市住生活基本計画 （住宅マスタープラン） の
見直しを行っています

皆さまのご意見をお聞かせください
　本年度計画の見直しを進めて参りました「かほく市住生活基本計画 （住宅マスタープラン）」について、上位計画の「か
ほく市創生総合戦略推進計画・かほく市人口ビジョン」「第２次かほく市総合計画」および「かほく市都市計画マスター
プラン」との整合を図り、今般、おおむねの方向性を取りまとめました。
　今回、市民の皆さまからこの素案に対するご意見をいただいたうえで、計画の内容を充実させていきたいと考えてお
ります。

見直しの背景
　平成 18 年６月、住生活基本法が制定され、この法律に基づく「全国計画」が同年９月、「石川県住生活基本計画」
が平成 19 年６月に策定され、本市でも平成 20 年３月に「かほく市住宅マスタープラン【かほく市住生活基本計画】」
が策定されました。その後、平成 28 年３月の全国計画の改定、平成 29 年３月の県計画の改定を受け、社会経済情
勢の変化に的確に対応するため、本計画の見直しを行います。

見直しの視点
　近年の社会経済情勢の変化や、本市の状況を鑑み、以下の視点で見直しを行います。

○少子高齢社会進行への対応
○社会構造の変化に対応した住宅セーフティネットの役割強化
○増加する空き家の活用等、住宅ストック活用型社会への転換
○災害に対するハード・ソフト両面からの対応

基本理念
　本計画は、かほく市における住宅施策上の課題を踏まえ、上位計画である第２次かほく市総合計画の実現を目指し、
良好な住環境の創出を図るため、総合計画に示された４つの視点 （目標） のうち、

　「交流・定住」 ～ 豊かな自然と共に生きていく住み続けたいと思えるまちづくり ～
　「安全・安心」 ～ 人を守り、安心して暮らせるまちづくり ～

を、本計画の重要視点として設定し、現在かほく市に居住する人が「今後も住み続けたい」と思えるような、住まい
づくり・まちづくりを目指すとともに、定住人口の維持をめざし、市外からの転入を促進するための施策を展開して
いくため、基本理念は、現行計画を踏襲し以下のとおり設定します。

　　基本理念：安心していつまでも暮らせる住み良いまち　　

基本方針
　基本理念「安心していつまでも暮らせる住み良いまち」を「『交流・定住』 ～ 豊かな自然と共に生きていく、住み
続けたいと思えるまちづくり ～ 」「『安全・安心』 ～ 人を守り、安心して暮らせるまちづくり ～ 」の視点から住宅政
策として実現するため、計画策定における基本的方針を以下に示します。

　　基本方針１ 多様なニーズに対応する住宅供給の推進　　

　　基本方針２ 安全安心で質の高い住まいづくりの推進　　

　　基本方針３ 地域特性を生かした魅力ある住宅地への誘導

　今回ご提示させていただいた『かほく市住宅マスタープラン』に関する内容について、広く市民の皆さまからの
ご意見を募集します。住宅マスタープランについては、ご提出いただいたご意見を考慮した上で策定いたします。

■ご意見の提出先

■ご意見を提出できる方
　かほく市内に在住・在勤・在学されている方、市内に事業所を有する法人または団体

■ご意見を提出いただく際の注意事項
　 個人でご提出いただく場合は①住所、②氏名、③性別、④年齢、⑤職業を、法人の場合は①法人名、②所在地を

記載してください。（これらは、公表することもありますのでご了承願います。もし公表する際に匿名を希望さ
れる場合は、提出時にその旨を書き添えてください。）ご意見中に、個人情報、あるいは個人が特定できるよう
な情報がある場合、法人等の財産権等を害するおそれがある場合には、該当箇所を伏せさせていただきます。な
お、電話・口頭での意見はお受けしませんのでご了承願います。

■ご意見の募集期間
　１月８日 （月） ～ １月 22 日 （月） （郵送の場合は消印有効）

【 郵便 】
〒９２９−１１９５
石川県かほく市宇野気二 81 番地
かほく市 産業建設部
都市建設課あて

【 ファックス 】
FAX：０７６−２８３−７１０８
かほく市 産業建設部
都市建設課あて

【 電子メール 】
mail：toshiken@city.kahoku.lg.jp
かほく市 産業建設部
都市建設課あて

 皆さまのご意見を募集しています

施策体系

基
本
理
念
：
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
ま
ち

福祉部局等との連携によるセーフティネット機能の強化

１．  多様なニーズ
に対応する住
宅供給の推進

１）  子育て世帯が安心して住み続けるこ

とができる住環境の実現

２）  高齢者が安心して、活き活きと暮

らすことができる住環境の実現

３）  住宅確保要配慮者への居住の安定確保

子育て世帯の定住促進

三世代同居・隣居型住宅の確保

住宅取得の支援

優良な住宅地の供給促進

住宅セーフティネットへの対応

地域高齢者支援の推進

２．  安全安心で質
の高い住まい
づくりの推進

１）  住宅の耐震化促進 耐震性調査の推進

住宅改修・リフォームの促進策の検討

空家等対策計画に基づく住宅ストックの有効活用

地域の課題解決に資する空き家の活用方策検討

２）  住宅リフォームの促進

３）  空き家ストックの有効活用

３．  地域特性を生
かした魅力あ
る住宅地への
誘導

１）  災害に強い居住環境形成の支援

２）  地域コミュニティ形成の支援

３）  歴史的なまちなみの保全の支援

市街地環境整備の推進

住宅地におけるエリアマネジメントの推進

歴史的建築物・まちなみの保全

基 本 方 針 基 本 計 画 施 策 の 方 向
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かほく市に住んで、働こう！

学生ＵＩＪターン就職奨励金
【問い合わせ先】

企画情報課
　℡２８３−１１１２

　学生のＵターンを促し若者の定住促進を図るため、県外の大学等へ進学した方が、卒業に伴い石川県内にＵターン就
職し、市内に居住される場合等に 10万円の奨励金を交付します。
※ 「大学等」とは、大学、大学院、短期大学、高等専門学校とします。

【対象者】
　平成 28 年度に大学等を卒業した方で、次の①または②で、③④両方を満たす方

① 県外の大学等を卒業した方 （ 県外大学等卒業  ⇒  かほく市 ）
　 石川県外に所在する大学等を卒業してから３か月以内に、石川県内で就職★または市内で起業した方

② 県外から県内に所在する大学等へ進学し卒業した方 （ 県外  ⇒  県内大学等卒業  ⇒  かほく市 ）
　 石川県外から県内大学等へ進学 （進学前に１年以上県外に居住） し卒業してから３か月以内に、石川県内で就職★ま

たは市内で起業した方
　★ 雇用契約期間が１年以上

③就業または起業時の年齢が 30 歳未満の方

④ 卒業した翌年の１月１日現在、６か月以上継続して本市に住所を有する方で引き続きかほく市に定住する方

【奨励金の額】
　交付対象者　10 万円／人 （１回限り）

【申請手続き】
　１月４日 （木） ～１月 31 日 （水）の期間に申請書類を提出してください。
　※ 申請時に必要な書類については、市ホームページをご確認ください。

　どなたでもご参加いただける講演会です。皆さまのお越しをお待ちしております。

日　時　１月 28 日 （日）　10 時 ～ 12 時

会　場　石川県立看護大学  講堂

対　象　医療・介護・福祉関連職員、一般の方、学生

演　題　「平穏死」の意味

講　師　石飛 幸三 先生（世田谷区立特別養護老人ホーム「芦花ホーム」常勤医）

申　込　電話またはファックスで申し込みください。

主　催　かほく市、かほく市在宅医療・介護連携推進協議会

後　援　石川県立看護大学附属地域ケア総合センター、河北郡市医師会、石川県介護支援専門員協会河北支部

高齢者支援センターだより

在宅医療・介護連携推進のための市民公開講演会
【申込・問い合わせ先】

長寿介護課
　℡２８３−７１５０
　FAX ２８３ー３７６１

　石飛先生は、慶応義塾大学医学部卒業後、ドイツや東京都の病院で
40 年以上血管外科医として最先端の医療に携わり、一転、特別養護老
人ホームの常勤医に転身されました。医師としてのこれまでの経験を
踏まえ、入所者の穏やかな最期（死）を見つめてきた視点で、単なる
延命処置に疑問を持ち、老いに対して医療はどこまで介入するべきな
のかを考え、診療の傍ら、講演や執筆などを通して、老衰末期の看取
りのあり方についての啓発に尽力されています。
　テレビ番組「NHK スペシャル『老衰死 穏やかな最期を迎えるには』」
への出演のほか「平穏死のすすめ」「家族と迎える平穏死」などの著書
も多数。

講 師 紹 介

：：レポート：：　「認知症にやさしいまちづくりシンポジウム in 七塚」

　12 月２日、毎年恒例となった「認知症にやさしいまちづくりシンポジウム」

が七塚健康福祉センターで開催されました。

　石川県立高松病院長の北村立先生による基調講演では「認知症に負けない生

き方」と題して、認知症への理解、認知症があっても当たり前に生活できる地

域づくりが必要であることなどのお話があり、わかりやすくユーモアたっぷり

の話術に、来場した約 200 人の方は、興味深く聞き入っていました。

　また、認知症キャラバン・メイトによる楽しい寸劇や、七塚地区の取り組み

として３人の方からの「認知症カフェ」「めざせ！いきいき百歳体操」「地域サ

ロン活動」の各々の活動紹介を通して、日頃から高齢者が住み慣れた地域の中で役割を持ち、活躍できる場があ

ることの必要性を考えさせられる内容でした。

　来場者は、このシンポジウムを通して、誰もが認知症にな

る可能性があり、自分のこととして認知症への理解を深める

ことができ、たとえ自分や家族が認知症になったとしても、

長く住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを考える

機会となったようです。

北村先生による基調講演

認知症キャラバン・メイトによる寸劇も盛り上がりました

食育ポスター・食育標語  入賞作品が決定！ 【問い合わせ先】
健康福祉課
　℡２８３−１１１７

　今年度の食育ポスターは、かほく市内小学１～４年生を対象とし「バランスよく食べよう」をテーマに夏休み期間
中に募集したところ 127 点の応募があり、その中から各地区別で、それぞれ最優秀賞・優秀賞が選ばれました。

【最優秀賞】
　宇ノ気地区　大熊 清歩さん （宇ノ気小４年）
　七 塚 地 区　大野 暖人さん （外日角小４年）
　高 松 地 区　玉田 遥香さん （高松小４年）
【優秀賞】
　宇ノ気地区　笠井 ななせさん （宇ノ気小４年）
　七 塚 地 区　田丸 千聖さん （外日角小４年）
　高 松 地 区　竹本 みこさん （大海小４年）

入賞された皆さん

　今年度から始めた食育標語は、かほく市内小学５、６年生を対象とし「食と健康」をテーマに募集した
ところ 527 点の応募があり、その中から最優秀賞・優秀賞・佳作が選ばれました。

【最優秀賞】塚本 雲匠さん （高松小５年）　　　
【優 秀 賞】岡村 眞白さん （宇ノ気小６年）　　
【優 秀 賞】武内 煌星さん （大海小５年）　　　
【佳 　 作】向江 歩心さん （七塚小６年）　二口 陽一朗さん （高松小６年）　和泉 風舞さん （七塚小６年）
　　　　　 紺谷 華蓮さん （七塚小６年）　部谷 健介さん （宇ノ気小６年）　井田 太一さん （宇ノ気小６年）

最
優
秀
賞
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
小
中
学
校
や
保
育
園
、
そ
の
他
の

公
共
施
設
や
飲
食
店
な
ど
に
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、入
賞
作
品
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「いただきます」　元気をつなぐ　合言葉
朝、昼、晩　3 食食べて　スイッチオン !!

1 日の　スタートダッシュは　朝ごはん
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歩いてハッピー！貯めてラッキー！

健康スタンプラリーに参加しましょう！
【問い合わせ先】

健康福祉課
　℡２８３−１１１７

　第 19回スタンプラリー事業
　　健康レッスン 10【参加無料】
　　日　時　１月 26 日 （金）10 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　　場　所　イオンモールかほく　グリーンコート
　　演　題　「ストレスとの上手なつき合い方」
　　　　　　日々いろいろなことが起こる毎日です。
　　　　　　どうしたらストレスにうまく対処していけるのか考えてみませんか？
　　講　師　石川県立看護大学　武山 雅志 先生

かほくにゃおん WAON カード

を提示して
50健康ポイント
をゲットしよう！

就学指定校変更について 【問い合わせ先】
学校教育課
　℡２８３−７１３６

　かほく市では、住民登録地で定めた通学区域に基づき、児童・生徒の就学すべき小学校・中学校を指定しています。
　ただし、下記のいずれかに該当し、かつ、通学に支障がない場合は、指定された学校の変更を申し立てることがで
きます。詳しくは学校教育課へお問い合わせください。

○指定校変更事由
１．市内で現に在籍している学校以外の通学区域に転居するとき。
２．指定校を変更した兄姉の在籍する学校へ就学するとき。
３．  通学区域の境界付近に居住し、隣接する通学区域の学校へ通学することに客観的合理性があるとき。（隣接する通学

区域の学校への通学距離が指定校への通学距離の概ね１/ ２以下）
４．住居の新築等により一時的に住所を移動するとき。
５．両親共働き等により、児童の預かり先の所在地の存する通学区域の学校を希望するとき。
６．自営業者等により店舗等の所在地の存する通学区域の学校を希望するとき。
７．指定校に希望部活動がない事由により、市内の校区外の学校を希望するとき。 （新中学１年生に限る）

○申請の手続き
◇新１年生の手続き
　平成 30 年度に市内小中学校へ入学対象となる方には就
学すべき学校を指定した「入学通知書」を１月末日までに
郵送します。上記理由により就学指定校の変更を希望する
場合は、次の物を持参して、学校教育課で手続きを行って
ください。
　持 ち 物　①入学通知書　②印鑑
　提出期限　２月９日 （金）

◇すでに就学されている方の手続き
　学校教育課で手続きを行ってください。（随時）
　持 ち 物　①印鑑

かほく市子ども発達相談支援センター講演会
「発達障害とは何だろうか」“子どもの本当” に近づくために

【問い合わせ先】
健康福祉課
　℡２８３−７１２０

　子どもとの関わりの中で、こんなことに悩んでいませんか？

　子どもの持つ特性を理解し、関わりのヒントをみんなで探してみませんか？
　申込不要・参加費無料ですので、皆さまお気軽にお越しください。

　日 時　２月 17 日 （土）13 時 30 分 ～ 15 時頃 （開場：13 時）
　場 所　西田幾多郎記念哲学館  哲学ホール
　演 題　「発達障害とは何だろうか」“子どもの本当” に近づくために
　講 師　滝口 圭子 氏（金沢大学教授  人間社会研究域  学校教育系）
　定 員　200 人
　参加費　無料
　その他　当日参加可能
　　　　　※  西田幾多郎記念哲学館の正面駐車場は工事のため利用できません。
　　　　　　 宇ノ気老人福祉センター駐車場または西田幾多郎記念哲学館の下側の駐車場をご利用ください。

・落ち着きがない…　　・コミュニケーションがとりづらい…　　・気持ちが伝わりにくい…　
・カッとなると手が出てしまう…　　・気が散りやすく座っていられない…　
・自分の思いを強く主張し、相手の言うことを受け入れることができない…　　など

国民年金だより

新成人の皆さんへ
【問い合わせ先】

保険医療課　　　　℡２８３−７１２３
金沢北年金事務所　℡２３３−２０２１

20 歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組み
です。具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気やケガで障害
が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

国民年金のポイント
将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任をもって運営するため安定し
ており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害
が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺
族（ 「子のある配偶者」や「子」 ）が受け取れます。

｢ 学生納付特例制度 ｣と ｢納付猶予制度 ｣

｢学生納付特例制度 ｣とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学 （大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種
学校 （修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

｢ 納付猶予制度 ｣とは
　学生でない 50 歳未満の方で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予され
る制度です。

※ どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額に
は反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能となった時に ｢ 追納制度 ｣ をご
利用いただければ、将来受け取る年金を増額することができます。追納の手続きは、お近くの年金事務所で
お願いします。
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開館日 平日および第１・３日曜日　８時30分～17時15分
　　　　（母子健康手帳の発行は平日のみ）
休館日 土曜日、第２・４・５日曜日　※祝日、年末年始は休館です
問い合わせ先　健康福祉課　TEL 283-1117

ほのぼの健康館かほく市民の
健康と福祉の拠点

子育て
相談

期　  日　１月 10 日㈬・24 日㈬
受付時間　 13 時 15 分 ～ 14 時 15 分
場　  所　 ほのぼの健康館

高松児童館　℡ 281-3582

☆開館時間　月～土  ９時 ～ 17 時
☆イベント　小学１～６年生対象
　※ 予約、 参加費が必要な場合があります。

【愛・遊・館】
　・１月 10 日 （水）一輪車検定 （16 時 30 分 ～）
　・１月 13 日 （土）アイロンビーズで干支の戌 （いぬ）
　　　　　　　　　 を作ろう （10 時 ～、 要予約）
　・１月 20 日 （土）プラバン工作 （10 時 ～）
　・１月 27 日 （土）自由工作 （10 時 ～）

【大海交流センター】
　・１月 29 日 （月）アイロンビーズで干支の戌 （いぬ）
　　　　　　　　　 を作ろう （10 時 ～、 要予約）

白尾児童館　℡ 283-0623

※ １月４日 （木） ～３月９日 （金） （予定） は改修工事の
ため、 休館します。

みんな集まれ！児童館

子どもの健診
●赤ちゃん健診（３か月児）
　期日　１ 月  ９日 （火）
　対象　H29 年９月１日～９月 11 日生
　期日　１月 18 日 （木）
　対象　H29 年９月 12 日～９月 30 日生

●３歳児健診
　期日　１月 25 日（木）
　対象　H26 年８月 25 日～９月 20 日生

●１歳６か月児健診
　期日　１月 11 日 （木）
　対象　H28 年６月５日～６月 28 日生

受付　13 時 15 分 ～ 13 時 45 分 場所　ほのぼの健康館

子どもの教室

●ごっくん教室（離乳食教室）要予約
　期日　１月 18 日 （木）
　対象　H29 年７月生

●はいはい教室（育児教室）
　期日　１月９日 （火）
　対象　H29 年３月生

●ビーバー教室（虫歯予防教室）
　期日　１月 11 日（木）
　対象　H27 年 10 月生

受付　10 時までに 場所　ほのぼの健康館

  インフルエンザワクチンについて　インフルエンザワクチンは、 接種からその効果が表れるまで通常２週間程度かかり、 
　約５か月間その効果が持続するとされています。２回接種する場合は１～４週間あけて接種します。
　 　１歳以上～６歳未満の場合、 ワクチンを接種すると約 50 ～ 60％の発病を阻止する効果があるといわれています。　　

　１歳未満ではワクチンの効果は確認されておらず、 生後６か月未満の場合は接種しません。ワクチンは発育鶏卵で増殖
したインフルエンザウイルスからつくられていますので、 卵アレルギーの方は主治医に相談してから接種しましょう。

◆ 満１歳以上～高校３年生 （H11.4.2 生以降） までの方は 1,000 円／回の助成があります。
　（健康福祉課で平成 30 年３月 30 日までに申請しましょう。）

子どものインフルエンザ予防接種

木津児童館　℡ 285-1191

☆開館時間　月～金  13 時 ～ 17 時／土  ９時 ～ 17 時
☆イベント （14時 ～）　小学生以上が対象
　・１月   ６日 （土）お正月あそびを楽しもう
　・１月 13 日 （土）羽根つき・お手玉あそび
　・１月 20 日 （土）羽根つき・お手玉あそび
　・２月   ３日 （土）鬼福 （おにふく） ゲーム

至誠が丘児童館　℡ 283-3889

☆開館時間　水～金  13 時 ～ 17 時／土・日  ９時 ～ 17 時
☆イベント （14時 ～ 15時）
　・１月 13 日 （土）お正月あそびを楽しもう （ぶんぶんコマ作り）
　・１月 20 日 （土）さかな釣りゲーム
　・１月 27 日 （土）卓球で遊ぼう

金津児童館　℡ 285-1573

☆開館時間　月～金  13 時 ～ 17 時／土  ９時 ～ 17 時
☆イベント （13時 ～）
　・１月   ６日 （土）かるたをしよう
　・１月 13 日 （土）羽根つきで遊ぼう
　・１月 27 日 （土）節分の豆まき
　・２月   ３日 （土）クッキング教室 （チョコぎょうざ）

子ども総合センター　　　　0120-0130-42

☆おひさま広場　　月～土　９時 ～ 16 時
☆子育て相談　　　月～土　８時 30 分 ～ 17 時 15 分
☆子育て力スキルアップ推進事業（要予約）
　・１月 31 日 （水）子どもをむずかしくしないために
　　 10 時 ～ 12 時（託児有、 要予約、 １月 10 日申込開始）
☆イベント
　・１月 26 日 （金）双子ちゃん集まれ！　※10 時 ～
☆サークル活動
　・第２火曜日　11 時 ～ （ぱっころりん主催）
　　親子体操とカーヴィーダンス （自由参加）
　・第２、第４水曜日　10 時 30 分 ～ （ラパン主催）
　　エクササイズ （自由参加）
　・第 4 木曜日　10 時 ～ （ニコちゃんサークル主催）
　　親子体操 （自由参加）

宇ノ気子育て支援センター　℡ 283-4320

☆うさちゃん広場　　月～土　９時 ～ 16 時
☆育児相談　　　　　月～土　９時 ～ 16 時
☆子育てが楽しくなる講座や遊びがいっぱい！
　11 時 ～ 11 時 30 分
　・１月 11 日 （木）わらべうたであそぼう （やまんば）
　・１月 16 日 （火）赤ちゃん広場 （２か月 ～ 12 か月児）
　・１月 18 日 （木）節分製作
　・１月 19 日 （金）えほんだいすき （図書館司書）
　・１月 23 日 （火）お誕生会
　・１月 25 日 （木）好き嫌い偏食について （栄養士）
　・１月 27 日 （土）絵本の読み聞かせ （円グループ）
　・２月   １日 （木）節分の集い

高松子育て支援センター　℡ 281-3582

☆ピヨちゃん広場 　　月～土　９時 ～ 16 時
☆育児相談　　　　　月～土　９時 ～ 16 時
☆子育てが楽しくなる講座や遊びがいっぱい！
　11 時 ～ 11 時 30 分
　・１月 10 日 （水）鏡開き （要予約）
　・１月 16 日 （火）赤ちゃん広場 （２か月 ～ 12 か月児）
　・１月 17 日 （水）生活リズムをつけるコツ （保健師）
　・１月 23 日 （火）お誕生会
　・１月 24 日 （水）節分製作
　・１月 26 日 （金）えほんだいすき （図書館司書）
　・１月 31 日 （水）リトミックを楽しもう！
　・２月   ２日 （金）節分を楽しもう （要予約）

木津幼稚園子育て支援センター smile　℡ 285-1388

☆よつばちゃんクラブ（子育てサークル）10 時 30 分 ～ 12 時
　・１月 17 日 （水）お餅つき
　・１月 23 日 （火）お正月遊び
　・１月 30 日 （火）スタンプ遊び
☆Clover K i s s（英語子育てサークル）（要予約）
　10 時 30 分 ～ 12 時（受付開始：10 時）
　・１月 17 日 （水）お餅つき
　・１月 19 日 （金）お買い物ごっこ製作
　・１月 26 日 （金）クッキング
　・２月   ２日 （金）豆まき
☆Smile に集まれ　10 時 30 分 ～ 12 時
　・１月 11 日、 18 日、 25 日　各日木曜日
　　０歳から入園前のお友達と保護者の方が対象です。
　　予約・参加費不要。　smile 内で自由に遊べます。

認定こども園うのけ幼稚園子育て支援センター　℡ 283-7111

☆プチルーム（幼稚園開放の日・予約は要りません）
　対象　０歳 ～ 未就園児　木曜日　10 時 30 分 ～ 12 時
　・１月 18 日、 25 日   親子で楽しく遊びましょう！
☆親子教室「いちご組」（登録制）
　対象　１歳６か月 ～ 未就園児　10 時 ～ 12 時
　・１月 22 日 （月）冬の製作
　・１月 29 日 （月）節分あそび
　　　　　　　　　 身体測定、 12 . １月誕生会

七塚子育て支援センター　℡ 285-2701

☆ラッコちゃん広場　　月～金　９時 ～ 16 時
☆育児相談　　　　　　月～金　９時 ～ 16 時
☆子育てが楽しくなる講座や遊びがいっぱい！
　11 時 ～ 11 時 30 分
　・１月   ９日 （火）わらべうたであそぼう （やまんば）
　・１月 12 日 （金）えほんだいすき （図書館司書）
　・１月 15 日 （月）新春だよ！全員集合！ （10 時 45 分～、 要予約）
　・１月 16 日 （火）赤ちゃん広場 （２か月 ～ 12 か月児）
　・１月 19 日 （金）おしゃべり上手にな～れ （保健師）
　・１月 23 日 （火）お誕生会
　・１月 26 日 （金）節分製作
　・２月   ２日 （金）節分を楽しもう （10 時 45 分～、 要予約）

☆フリーマーケット
　日　時　１月 30 日 （火）10 時 30 分 ～ 12 時 30 分
　場　所　七塚健康福祉センター
☆わくわくお楽しみ会 （要予約、 要参加費、 １/18申込開始）
　日　時　２月 15 日 （木）10 時 30 分 ～ 12 時
　　　　　※10 時から受付開始
　場　所　七塚健康福祉センター

☆保育園開放（なかよし広場）　火曜日　10 時 ～ 11 時 30 分
　保育園の様子を見たり、子どもと一緒に遊びます
　・１月 16 日 （火）学園台　　23 日 （火）はまなす
　　　　 30 日 （火）ひまわり

子育て支援ガイド
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【問い合わせ先】　西田幾多郎記念哲学館　℡ 283 - 6600　http://www.nishidatetsugakukan.org/　月曜休館（祝日の場合は翌日）

学 館 へ 行 こ	う ！哲
本の展示会  哲学する本棚「 スポーツ 」
　期間限定の読書空間が、 今年も出現します。テーマは 「スポーツ」。「スポーツしながら哲学する」 「遊び
なのに真剣勝負！？」 「西田幾多郎が熱中したスポーツ」など、 考えるきっかけとなる本 50 冊が並びます。
寒い冬はコタツでゆっくりと読書し、 じっくりと考えてみませんか。

　期　間　１月 13 日 （土） ～２月 28 日 （水）
　会　場　哲学館 Ｂ１Ｆ　ホワイエ（入場無料）

関連イベント・哲学カフェ
① 「 ルールを変えたほうがよいのはどんなとき？ 」
　日　時　２月４日 （日）13 時 30 分 ～ 15 時 30 分
　進行役　松川 絵里 氏（カフェフィロ副代表）

② 「 義足を付けた世界記録は、 世界記録か？ 」
　日　時　２月 25 日 （日）13 時 30 分 ～ 15 時 30 分
　ゲスト　前田 有香 氏（日本財団パラリンピックサポートセンター職員、 アーダコーダ理事）
　進行役　川辺 洋平 氏（NPO 法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ代表理事）
※各回定員 15 人（先着順、 参加費無料、 要申込）

映画  「 みんなの学校 」  上映会 + 哲学カフェ  「 みんなでトーク 」
  大阪の公立小学校の取り組みを追いかけた、 教育ドキュメント。
　地域住民、 ボランティア、 保護者らの支援を積極的に受け入れた 

「地域に開かれた学校」 作りの様子が、 全国でも話題となった映画 
「みんなの学校」。

　上映後は、 哲学カフェも行います。（映画鑑賞だけの参加も可能で
す。哲学カフェは、 集まったもの同士で語り、 考えるイベントです。
哲学カフェのみの参加はできませんので、 必ず映画をご覧ください。）

　【開　催　日】１月 28 日 （日）　
　【会　　場】哲学館　哲学ホール
　【映画上映会】「みんなの学校」13 時 ～ 14 時 50 分
　【哲学カフェ】「みんなでトーク」15 時 ～ 17 時
　　　進 行 役　大熊 玄 氏（立教大学准教授、 西田哲学館副館長）
　【参　加　費】映画鑑賞・哲学カフェともに無料、申込不要

禅文化体験会  〜 哲学館で坐禅をしてみよう 〜
　日　時　２月３日 （土）９時 ～ 11 時
　会　場　哲学館 ５Ｆ　展望ラウンジ
　講　師　冨木昭光氏（会社役員、 哲学館運営委員）
　定　員　35 人（中学生以上、 参加費無料）

平成 29 年度 西田幾多郎博士頌徳会書道展
　市内小学５年生が書いた、 西田幾多郎博士に関する言葉の書を展示します。

　期　間　２月１日 （木） ～３月４日 （日）
　会　場　哲学館 Ｂ１Ｆ　ホワイエ（入場無料）
　主　催　西田幾多郎博士頌徳会

中央図書館
Please  Com

e ！

℡285-1377

こちらでも貸出・返却・予約ができます。
　高松産業文化センター  図書室　　          ℡281-8686
　子ども総合センター  図書・学習コーナー  ℡283-0057
ホームページからの予約もぜひご利用ください。
URL▶ http://www.city.kahoku.ishikawa.jp/library/

文 芸 の 窓

※
掲
載
の
作
品
は
か
ほ
く
市
文
化
協
会
よ
り
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す

俳
句 

川
柳 

短
歌 

図書館標語「新しい自分をみつけに図書館へ」

こちらでも貸出・返却・予約ができます。
　高松産業文化センター　図書室　　　　℡281- 8686
　宇ノ気生涯学習センター図書・学習コーナー　℡283- 0057
ホームページからの予約もぜひご利用ください。
URL▶ http://www.city.kahoku.ishikawa.jp/library/

市民読書の日
イベント案内

■やまんばのおはなし会■
　 時間　11 時 ～ 11 時 30 分
　 場所　１階　おはなしの部屋
　 対象　乳幼児～大人（申込不要）

■サンバと朗読公演 石川県ブラジル移民 100 年■
　時間　14 時 ～ 16 時（13 時 30 分開場）
　場所　２階　視聴覚講義室
　出演　「わらべうたとえんげきの広場はちみつ」 の皆さん
　対象　高校生以上
　定員　先着 50 人（要申込）
　申込方法　中央図書館窓口または電話で申し込み
　◆ かほく市民大学校の対象講座です。

１ 21 ㈰

グループ等 【やまんば】 【くまちゃん】 【英語】 【宮沢賢治を読む会】
開催日 ７日 ･14 日 ･21日 ・ 28 日 10 日・24 日 ５日 ･ 12 日 ･19 日 ・ 26 日 24 日
曜　日 日曜日 第２・第４水曜日 金曜日 水曜日
時　間 11 時 ～ 11 時 30 分 10 時 30 分 ～ 11 時 16 時 ～ 16 時 30 分 14 時 ～ 15 時 30 分
対　象 乳幼児～大人 乳幼児 幼児～大人 大人

お
は
な
し
会
等

★絵本で楽しむクッキング vol.17 ★

【 休館日：１月１日 （月祝） ～３日 ㈬ ・ ９日 ㈫ ・ 15日 ㈪ ・ 22日 ㈪ ・ 29日 ㈪  】

１月の図書館ボランティア
日時 曜日

16 日・30 日
14 時 ～ 火曜日23 日
10 時 ～

※興味のある
方は、 ボラン
ティアルーム
までお越しく
ださい。
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展望ラウンジで禅文化体験

　いつも大人気の絵本に出てくる食べ物を実際に作ってみる
「絵本で楽しむクッキング」を開催します。

　今回は節分・立春に合わせ 『おばあちゃんのえほうまき』 
に出てくる 「恵方巻き」 を作ります。

　内 容　絵本などの読み聞かせと調理
　日 時　２月４日 （日）９時 30 分 ～ 12 時 （受付９時 ～）
　　　　　　 ※ 終了時間が前後することがあります。
　場 所　ほのぼの健康館２階　調理室
　対 象　幼児（満５歳以上・保護者同伴） ～ 小学生
　定 員　先着 20 人（要申込）
　参 加 費　１人 200 円（当日集めます。）
　持 ち 物　エプロン、 頭巾、 布巾、 手拭きタオル
　申込受付　１月７日 （日）９時 ～
　申込方法　中央図書館窓口または電話で申し込み
　◆ かほく市民大学校の対象講座です。

「おばあちゃんの
　　　えほうまき」

【作・絵】
 野村たかあき

【出版】
 佼成出版社

♪素敵な音色　ハンドベルコンサート♪

　11 月の市民読書の日に北陸学院大学・短期大学部ハ
ンドベル部の皆さんによるコンサートを開催しました。
　いつもは静かな図書館が素敵な音色に包まれて、 一足
早いクリスマス気分を楽しみました。

ⓒ関西テレビ放送
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総務部
 ● 総務課 283-1111
　　秘書室 283-1110
 　　　管財室 283-1113
　● 財政課 283-7128
 ● 企画情報課 283-1112
　　情報推進室 283-7112
  (かほく市ケーブルテレビネット） 
 ● 税務課 283-1114
 　 収納対策室 283-7114
市民部
 ● 市民生活課 283-1116
　　消費生活センター 283-7144
　● 防災環境対策課 283-7124
 ● 子育て支援課 283-7155
 ● 健康福祉課
　（宇ノ気保健福祉センター内） 283-7120
　　福祉事務所 283-7121
 ● 保険医療課 283-7123
 ● 長寿介護課 283-7122
　　高齢者支援センター 283-7150
産業建設部
 ● 都市建設課 283-7104
 ● 産業振興課 283-7105
 ● 上下水道課 283-7106
教育部
 ● 学校教育課 283-7136
  　教育センター 283-7170
　　● 生涯学習課 283-7137
議会事務局 283-7126
監査委員事務局 283-7127
会計課 283-7125

   ■かほく市役所　（代）283-1111

 ● 消防課 283-3585
 ● 予防課 283-3585
 ● 消防署 283-3585
消防署高松分署 282-5666

   ■かほく市消防本部　283-3585

０１８０ー９９７ー２２２

防災行政無線の放送内容確認

info@city.kahoku.lg.jp

かほく市代表メール

防災行政無線、かほくチャンネル
いいメールかほく、FMかほく

災害時緊急案内

火災問い合わせ 0180-997-456

火災・救急・救助は119番

七塚サービスセンター          285-2002
              高松サービスセンター          281-2121
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テ
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。
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。

停
止
期
間

平
成
29
年
12
月
28
日
㈭  

21
時
30
分
～

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭  

７
時
30
分

停
止
内
容

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
全
部 （
個
人
） 

事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

市
民
生
活
課

●
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　

会
社
、 
個
人
事
業
者 （
工
場
・
商
店

を
経
営
し
て
い
る
方
）、 

ア
パ
ー
ト
や

駐
車
場
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

が
、 

そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
す
る

構
築
物
・
機
械
・
備
品
な
ど
を
償
却

資
産
と
い
い
、 

固
定
資
産
税
が
課
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、 

土
地
・
家
屋
・

自
動
車
な
ど
を
除
く
）

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、 

市
内

に
償
却
資
産
を
所
有
ま
た
は
貸
し
付

け
て
い
る
方
は
、 

税
務
署
へ
の
申
告

と
は
別
に
、 

市
に
対
し
て
も
申
告
義

務
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

※ 

償
却
資
産
申
告
書
は
12
月
に
発
送

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、 

新
し
く

事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
な
ど
で
申

告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、 

ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］　
税
務
課  

資
産
税
係

●
固
定
資
産
所
有
者
の
名
義
変
更
の

際
に
は
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を

　

毎
年
１
月
１
日
時
点
で
固
定
資
産 

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
） 

を
お
持

ち
の
方
に
は
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、 

年
内
に
相
続
・
贈
与
・
売

買
等
に
よ
り
、 

固
定
資
産
所
有
者
の

名
義
変
更
を
さ
れ
た
場
合
、 

翌
年
度

の
固
定
資
産
税
は
新
し
く
所
有
者
と

な
ら
れ
た
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、 
所
有
者
の
名
義
変
更
に
伴

い
、 

新
し
く
所
有
者
と
な
ら
れ
た
方

が
口
座
振
替
で
固
定
資
産
税
の
納
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、 

口
座
振
替
の

お
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、 

新
し
く
所
有
者
と
な
ら

れ
た
方
が
既
に
口
座
振
替
で
固
定
資

産
税
を
納
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、 

お
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

　

口
座
振
替
依
頼
書 

（
税
務
課
、
高
松
・

七
塚
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、 

市
内
の
取
扱

金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。）

取
扱
金
融
機
関　

北
國
銀
行
、 

北
陸
銀

行
、 

金
沢
信
用
金
庫
、 

の
と
共
栄
信
用

金
庫
、 

興
能
信
用
金
庫
、 

石
川
か
ほ
く

農
業
協
同
組
合
、 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

［
問
い
合
わ
せ
先
］

○
固
定
資
産
税
の
課
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課　

資
産
税
係

○ 

市
税
の
口
座
振
替
等
納
付
に
関
す
る

こ
と　
　

   

税
務
課　

収
納
対
策
室

●
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　

所
得
税
法
施
行
令
、 

地
方
税
法
施

行
令
の
規
定
に
よ
り
、 

身
体
障
害
者

手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、 

障
害
者
等
に
準
ず
る
状
態
と
認

め
ら
れ
る
方
は
、 

障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
は 

「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」 

を
所
得
税
・
市
県
民
税

申
告
の
際
に
添
付
す
る
こ
と
で
、 

本

人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
税
の
減
額

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

平
成
29
年
12
月
31
日
現
在
、 

市
内

に
住
所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上
の
方

で
、 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
一
部
。

※ 

申
請
書
類
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
１
月
下
旬
に
該
当
者
全
員

に
認
定
書
を
送
付
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

長
寿
介
護
課

●
平
成
29
年
保
険
税 （
料
） 納
付

済
額
通
知
書
の
発
送

　

１
月
下
旬
に
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
国
民

健
康
保
険
税
、 

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、 

介
護
保
険
料
の
納
付
額
を
お

知
ら
せ
す
る
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

かほく市公式子育て支援アプリ
「子育てにゃんでもトーク」

こ
の
通
知
書
は
確
定
申
告
等
に
使
用

で
き
ま
す
。
な
お
、 

原
則
再
発
行
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、 

大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、 

世
帯
主
課
税
と
な
り
ま
す
の

で
、 

納
付
額
は
世
帯
主
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

保
険
医
療
課

　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
介
護
課

●
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
交
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、 

国
民
年
金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
、 

平
成
29
年
分
と
し

て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等
を
お
知
ら

せ
す
る 「
平
成
29
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」 

が
１
月
中
旬
よ
り

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
、 

住
民
税
申
告

の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

再
交
付
等
の
受
付
は
、 

お
近
く
の

年
金
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］　
金
沢
北
年
金
事
務
所

℡
２
３
３
‐
２
０
２
１

●
か
ほ
く
市
特
産
品
等
開
発

　

支
援
事
業
補
助
金
制
度

　

新
た
な
特
産
品
、 

新
製
品
お
よ
び

新
商
品
等
の
開
発
を
応
援
し
ま
す
。

対 

象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有

す
る
中
小
企
業

対 

象
経
費　

原
材
料
お
よ
び
副
資
材

の
購
入
等
に
要
す
る
経
費

助 

成
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

限
度
額　

１
０
０
万
円

募
集
締
切　

１
月
26
日
㈮

備 

考　

原
則
、 

他
の
事
業
と
の
重
複

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

産
業
振
興
課

●
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

〜
平
成
30
年
度 

小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

か
ほ
く
市
で
は
、 

小
・
中
学
校
就

学
に
関
し
て
、 

経
済
的
な
理
由
で
お

困
り
の
方
に
、 

就
学
に
必
要
な
費
用 

（
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
等
） 

の

一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
か
ほ
く
市
の

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
子
の
保

護
者
で
、 

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当

す
る
方
に
、 

就
学
援
助
の
う
ち
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費 

（
制
服
・
鞄

等
入
学
に
必
要
な
も
の
を
購
入
す
る

費
用
） 

を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

対 

象
① 

平
成
30
年
４
月
に
か
ほ
く
市
立
小
・

中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者

② 

か
ほ
く
市
に
居
住
し
て
い
る
方 

（
平

成
30
年
３
月
末
日
以
前
に
か
ほ
く

市
外
に
転
出
予
定
の
方
は
除
く
。）

※ 

世
帯
の
平
成
28
年
中
の
所
得
等
に

よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　

小
学
生 

４
万　

６
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生 

４
万
７
４
０
０
円

支
給
時
期　

３
月
中
旬

申 

請
手
続　

１
月
中
に
郵
送
す
る
入

学
通
知
書
に
申
請
書
を
同
封
し
ま

す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、 

学
校
教
育
課
、 

高
松
・
七
塚
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

２
月
９
日
㈮

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

学
校
教
育
課

●
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ

ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
、 

国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
で
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
農
業
者
年
金
の
特
徴
・
メ
リ
ッ
ト

・
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

・  

少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方

式 （
確
定
拠
出
型
） 

の
年
金

エコライフ商品券交付事業における

「 ペットボトルキャップ分別 」終了のお知らせ
　皆さまには日ごろからペットボトルキャップの分別にご協力いただきありがとうございます。
　エコライフ商品券交付事業として、 ペットボトルキャップをお持ちいただいた際に、 かほく市共通商
品券 （2,000 個ごとに 1,000 円分） を交付しておりましたが、 平成 29 年度をもちまして、 ペットボトル
キャップに対する商品券の交付を終了いたします。

商品券交付最終日　　平成３０年３月３０日 （金）
※   商品券の交付は終了となりますが、 今後もエコキャップ運動としてのペットボトルキャップの引き

取りは継続しますので、 皆さまには引き続き分別にご協力お願いします。
※ 引き取りしたペットボトルキャップは、 ワクチン支援のために活用させていただきます。
※ その他のエコライフ商品券交付事業の取り組みは今後も継続します。

【問い合わせ先】　防災環境対策課　　TEL  ２８３−７１２４
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・  
保
険
料
の
額
は
自
由 

（
月
額
２
万
～

６
万
７
０
０
０
円
） 

に
決
め
ら
れ
る

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

・  

保
険
料
の
全
額
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
税
制
面
の
優
遇
措
置

・  

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
は

保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

　

以
上
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
利
点

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
農
業
者
年
金
の

加
入
に
つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
振
興
課
内
）

℡
２
８
３
‐
７
１
０
５

●
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン 「
子
育
て

講
座
」 

我
が
家
の
子
育
て
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ 

〜
子
育
て
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
は
、 

子
ど
も
の
年
齢
、 

性

別
、 

性
格
、 

家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ

て
、 

か
か
わ
り
方
は
一
人
ひ
と
り
違

う
も
の
で
す
。
こ
の
子
育
て
講
座
を

通
し
て
、 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。（
託
児
あ
り
、 

要
予
約
）

日
時　

１
月
27
日
㈯13

時
～
15
時
30
分

場 

所　

七
塚
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
講
義
室

定
員　

30
人
（
要
予
約
）

託
児　

２
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

［
申 

込 

・ 

問
い
合
わ
せ
先
］　
石
川
県
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委

員
会 （
石
川
県
少
子
化
対
策
監
室
内
）

℡
２
２
５
‐
１
４
２
１

●
災
害
に
つ
よ
い
街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
内
に
お
い
て
、 

さ
ま
ざ
ま
な
団

体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
防
災
活
動

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、 

災
害
に

つ
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、 

一
人

ひ
と
り
が
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

基
調
講
演　

金
沢
地
方
気
象
台

日
時　

１
月
21
日
㈰　

10
時
～
12
時

場 

所　

石
川
県
立
看
護
大
学 
大
講
義
室

定
員　

約
１
５
０
人

［
問 

い
合
わ
せ
先
］　

石
川
県
立
看
護

大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会

℡
２
８
１
‐
８
３
４
２

●
か
ほ
く
市 「
生
涯
現
役
」　

ラ
ン
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

生
涯
現
役
を
目
ざ
す
元
気
高
齢
者

を
対
象
に
、 

タ
ニ
タ
食
堂
の
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら 

「
食
」 

に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
と
し
て
ラ
ン
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
13
日
㈫

11
時
30
分
～
14
時
30
分

場 

所　

七
塚
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対 

象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

60
歳
以
上
の
方

定
員　

１
２
０
人

参 

加
費　

１
０
０
０
円

（
お
弁
当
代
、 

当
日
集
金
）

申
込
期
間　

１
月
15
日
㈪
～２

月
９
日
㈮

申 

込
方
法　

公
共
施
設
に
設
置
の
参

加
申
込
書
に
よ
り
、 

申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

［
申
込 

・ 

問
い
合
わ
せ
先
］ 

長
寿
介
護
課

　
【
募
集
】

●
市
営
住
宅
３
月
入
居
者
募
集

申
込
期
間　

１
月
９
日
㈫
～
19
日
㈮

募
集
住
宅

単 

独
住
宅 

（
家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定
。

４
・
５
階
は
軽
減
有
。９
６
０
０
円
～
）

　

コ
ー
ポ
高
松　
　

３
Ｄ
Ｋ　

  

６
戸

　

コ
ー
ポ
宇
気　
　

３
Ｄ
Ｋ　

  

33
戸

公 

営
住
宅（
家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定
。

　
　
　
　
　

 
１
万
２
７
０
０
円
～
）

　

高
松
団
地
北
棟　
　
　
　

  

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

　

緑
ヶ
丘
団
地
（
白
尾
）　　

３
Ｄ
Ｋ

１
戸

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
（ 

家
賃
は
住
宅
毎
に
一
律
。
新
婚
さ
ん

住
ま
い
応
援
事
業
補
助
金
対
象
物
件
）

　

白
千
鳥
ハ
イ
ツ
（
高
松
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

４
戸

家
賃　

４
万
９
０
０
０
円

　

高
松
団
地
西
棟　
　
　

  

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
戸

家
賃　

５
万
５
０
０
０
円

　

緑
ヶ
丘
団
地
（
白
尾
）　　

３
Ｄ
Ｋ

１
戸

家
賃　

４
万
８
５
０
０
円

※
入
居
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ほ
く

℡
２
８
１
‐
１
４
１
４

●
み
そ
作
り
体
験
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
！

　

日
本
の
伝
統
的
な
保
存
食
の
み
そ
。

自
然
食
と
し
て
も
健
康
的
な
み
そ
は
、

毎
朝
の
み
そ
汁
や
お
料
理
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
手
前
み
そ
と
い
う
言
葉

通
り
、 

自
分
で
手
塩
に
掛
け
て
つ
く

っ
た
み
そ
の
味
は
格
別
で
す
。
楽
し

く
み
そ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
31
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
ほ
の
ぼ
の
健
康
館　

調
理
実
習
室

定
員　

15
人

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
込
締
切　

１
月
15
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

募　

集

持 

物　

み
そ
３
㎏
が
入
る
桶
、 

桶
の

中
に
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋 

（
漬
物

用
袋
）、 

エ
プ
ロ
ン
、 

マ
ス
ク
、 

頭

巾
、 

手
拭
き
タ
オ
ル

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
振
興
課
内
）

℡
２
８
３
‐
７
１
０
５

●
か
ほ
く
市
公
共
施
設
管
理

　

公
社
嘱
託
職
員
募
集

募
集
人
員　

管
理
人　

３
人

　
　
　
　
　

業
務
員　

３
人

勤
務
場
所

管
理
人　

①
宇
野
気
駅
西
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　

②
宇
ノ
気
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

③
七
塚
中
央
公
園

業
務
員　

か
ほ
く
市
内
一
円

勤
務
時
間

管
理
人　

①
５
時
開
館  

７
時
～
20
時

　
　
　
　

②
14
時
～
22
時

　
　
　
　

③
８
時
30
分
～
17
時
15
分

業 

務
員　

８
時
30
分
～
17
時
15
分　

　
　
　
　
　
（
４
～
10
月
、 

３
月
）

　
　
　

８
時
～
16
時
45
分　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
11
～
２
月
）

※
休
日
は
面
談
に
よ
る

業
務
内
容

管
理
人

① 

鉄
道
出
札
業
務
（
簡
単
な
機
器
操

作
あ
り
）、 

施
設
管
理
・
清
掃
等

②
③
施
設
管
理
・
清
掃
等

業
務
員　

機
械
除
草
、 

樹
木
剪
定
等

応 

募
資
格
等　

60
歳
く
ら
い
ま
で
の

健
康
で
明
る
い
方

給
料
等

管
理
人　

13
万
５
０
０
０
円
～  　
　

16
万
円
程
度

業
務
員　

17
万
１
４
０
０
円

※ 

通
勤
手
当
、 

雇
用
保
険
・
社
会
保

険
制
度
あ
り

採
用
日　

平
成
30
年
４
月
１
日

応 

募
方
法　

次
の
書
類
を
直
接
持
参

願
い
ま
す
。

・
履
歴
書 （
市
販
の
も
の
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
幡
紹
介
状

※
提
出
書
類
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
個
人
情
報
は
適
切
に
管
理
し
、 

今
回
の

選
考
以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。）

応
募
締
切　

１
月
31
日
㈬

　
（
受
付　

平
日
９
時
～
17
時
）

選 

考
方
法　

書
類
選
考
の
う
え
、 

面

接
試
験
に
て
合
否
決
定

※ 

書
類
選
考
の
結
果
は
２
月
６
日
㈫

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

一
般
財
団
法
人
か
ほ
く
市
公
共
施
設

管
理
公
社
事
務
局

〒
９
２
９
‐
１
１
１
６

　

か
ほ
く
市
下
山
田
丑
39
番
地
１

　
（
宇
ノ
気
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
２
８
３
‐
４
９
６
１

冬のエコツーリズム
白鳥ウォッチング
バスツアー参加者募集

　河北潟周辺の自然に親しみながら、 水辺の環境に
ついて考えてみませんか？
　講師に野鳥研究家の中川富男さん （高松） をお招
きし、 バスで観察ポイントをめぐりながら、 冬の野
鳥を観察します。
　このバスツアーは、かほく市・金沢市・津幡町・
内灘町が連携して開催します。

日　時　２月３日 （土）９時 ～ 12 時
　　　　※ 小雨決行。荒天時は２月 10 日に順延
場　所　こなん水辺公園　管理学習棟　※ 集合・解散
　　　　（金沢市東蚊爪町マ 32 -1 ）
対　象　 かほく市・金沢市・津幡町・内灘町在住

の方
　　　　※ 小学生以下は保護者同伴
定　員　40 人 （先着順）
参加費　無料
申込方法　 電話・ＦＡＸ・メールによる申込
　　　　１月９日 （火）９時から受付開始
　　　　※ 氏名、 連絡先、 年齢をお知らせください。
申込締切　１月 26 日 （金）
　　　　※ 定員になり次第受付終了

【申込・問い合わせ先】　防災環境対策課
　TEL  ２８３−７１２４
　FAX  ２８３−１１１５
　ﾒｰﾙ   kankyou@city.kahoku.lg.jp

第 27回 石川県警察音楽隊 定期演奏会  ふれあいコンサート “２０１８”
　皆さまのお越しをお待ちしております！

　　日　時　２月 12 日 （月 ・ 振休）　   開場　12 時 30 分　   開演　13 時 30 分 （終演予定   16 時頃）

　　場　所　本多の森ホール （金沢市石引４ -17 - １）

　　曲　目　♪組曲 「スターウォーズ」 より、 ♪前前前世、 ♪崖の上のポニョ ほか、 ドリル演奏など

　　入場無料　※ 満席になり次第入場制限する場合があります。

【問い合わせ先】　石川県警察本部広報室　　TEL  ２２５−０１１０

白尾児童館 休館のお知らせ

休館期間　１月４日 （木） 〜３月９日 （金）
　　白尾児童館は、 大規模改修のため、 上記のとおり休館します。
　　休館期間中のご利用はできませんがご了承ください。
　　３月からのリニューアルオープンを予定しています。

　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】　子育て支援課　　TEL  ２８３−７１５５
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●
平
成
30
年
度 

県
立
金
沢
産
業 

技
術
専
門
校
入
校
生 

二
次
募
集

◆
募
集
科
目
お
よ
び
定
員 （
訓
練
期
間
）

① 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科  

20
人 （
２
年
）

電
気
工
事
科  
20
人 （
１
年
）

②
総
合
建
築
科  

20
人 （
２
年
）

◆
応
募
資
格

① 

平
成
30
年
３
月
高
校
卒
業
見
込
者

お
よ
び
高
校
既
卒
者 

（
お
お
む
ね

35
歳
以
下
）

② 

平
成
30
年
３
月
中
学
校
卒
業
見
込

者
お
よ
び
中
学
校
既
卒
者 

（
お
お

む
ね
35
歳
以
下
）

◆
出
願
期
間

　

１
月
19
日
㈮
ま
で

◆
選
考
日
時

　

２
月
２
日
㈮　

10
時

◆
選
考
方
法

　

 

学
科
試
験 （
数
学
・
国
語
） 

お
よ
び

面
接

◆
体
験
見
学
会

　

１
月
10
日
㈬ 

14
時
30
分
か
ら
実
施

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

石
川
県
立
金
沢
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
課　

℡
２
６
７
‐
２
２
２
１

　
【
催
し
】

●
鎮
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

　

煙
道
体
験
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
、 

防
火
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　
１
月
21
日
㈰　

９
時
～
11
時
30
分

場
所　

ア
ク
ロ
ス
高
松

内 

容　

防
災
に
関
す
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、 

煙
道
体
験
、 

パ
ネ
ル
展
示
、 

炊
き
出

し
・
豚
汁
コ
ー
ナ
ー
、 

園
児
の
遊
戯
、 

に
ゃ
ん
た
ろ
う
ふ
わ
ふ
わ
な
ど

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　
（
一
財
） 

か
ほ
く
市
公
共
施
設
管
理
公
社

℡
２
８
３
‐
４
９
６
１

●
う
み
っ
こ
ら
ん
ど
七
塚

（
海
と
渚
の
博
物
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
う
み
っ
こ
）

開 

館
時
間　

９
時
～
17
時（
月
曜
休
館
。

祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

◆ 

う
み
っ
こ
ら
ん
ど
「
第
13
回
私
の

作
品
展
」 （
書
・
画
・
写
真
・
陶
芸
・

手
芸
等
）

　

期 

間　

１
月
11
日
㈭
～
２
月
４
日
㈰

　
　

※
最
終
日
15
時
ま
で

　

出 

展
者　

か
ほ
く
市
民

（
近
郊
の
方
を
含
む
）

［
問
い
合
わ
せ
先
］　

う
み
っ
こ
ら
ん
ど
七
塚

℡
２
８
３
‐
８
８
８
０

●
た
か
ま
つ
ま
ち
か
ど
交
流
館

開
館
時
間　

10
時
～
17
時
（
第
１
月
曜
、

火
曜
休
館
）

◆
バ
レ
エ
体
験
レ
ッ
ス
ン

日
時　

１
月
６
日
㈯
、 

27
日
㈯

　

10
時
15
分
～
11
時

参
加
費　

５
０
０
円 （
飲
物
券
付
）

対
象
年
齢　

３
歳
～

服
装　

動
き
や
す
い
服
装

講
師　

伊
藤 

静
香
さ
ん

　
　
　
（
ク
ラ
ブ
パ
レ
ッ
ト
）

◆
復
元
加
工
師
に
よ
る
し
み
抜
き
実
演
会

し
み
抜
き
の
工
程
を
見
て
い
た
だ
き
、

し
み
の
ご
相
談
に
も
お
応
え
し
ま
す
。

日 

時　

１
月
６
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

主 

催　

沖
野 

光
司
さ
ん

 （
江
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

◆ 

第
５
回
ワ
ク
ワ
ク
終
活
セ
ミ
ナ
ー

〜 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
通
し
て
気

付
い
た
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う 

〜

日 

時　

１
月
11
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時

受 
講
料　

５
０
０
円 （
飲
物
付
）

定
員　
20
人 

（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

講 
師　

北
出 

政
信
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
暮
ら
し
の
経
済
情

報
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

主
催　

ま
ご
こ
ろ
ギ
フ
ト
店
に
っ
た

◆
第

100
回　

み
ん
な
で
歌
お
う

　
　
　
　
　
　

日
本
の
う
た
１
０
１

日
時　

１
月
14
日
㈰

　

10
時
30
分
～
12
時

参
加
費　

５
０
０
円
（
飲
物
付
）

※
初
回
の
み
歌
集
代
６
０
０
円
別
途
必
要

指
揮　

岡
田 

一
成 

先
生

主
催　

楽
し
く
歌
う
会
（
絆
）

代
表　

沖
野 

美
智
子
さ
ん

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室 （
２
階
）

日
時　

１
月
18
日
㈭

　

10
時
30
分
～
12
時

※ 

申
込
締
切　

１
月
17
日
㈬

参 

加
費　

２
５
０
０
円
（
飲
物
、

お
菓
子
、オ
イ
ル
、防
水
シ
ー
ツ
付
）

定 

員　

８
人

対
象　
３
歳
前
後
の
お
子
様
＆
妊
婦
さ
ん

持
物　

バ
ス
タ
オ
ル

主 

催
者　

山
下 

愛
さ
ん
（
Ｒ
Ｔ
Ａ

指
定
ス
ク
ー
ル
Ｉ
ｒ
ｉ
ｅ
）

◆ 

姿
勢
講
座
〜
健
康
に
役
立
つ
姿
勢

の
お
話
と
姿
勢
調
整
体
験
〜

日
時　

１
月
19
日
㈮

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
最
終
受
付
11
時
10
分
）

参 

加
費　

１
ド
リ
ン
ク
オ
ー
ダ
ー

主 

催　
姿
勢
セ
ラ
ピ
ス
ト 

西
村 

朱
実
さ
ん 

（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
千
里
浜
な
ぎ
さ
店
）

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時　

１
月
20
日
㈯

　

10
時
～
11
時
30
分

参
加
費　

飲
物
代
分
（
個
人
負
担
）

主
催　

竹
中 

由
香
里
さ
ん

◆ 

冬
の
あ
っ
た
か
バ
ス
ボ
ム
＆
バ
ス
ソ

ル
ト
作
り （
３
階
）

　

バ
ス
ボ
ム
2
個 

（
ク
リ
ー
ム
の

お
花
を
絞
る
） 

と
ビ
ン
入
り
バ
ス

ソ
ル
ト
を
作
り
ま
す
。

日 

時　

１
月
25
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※ 

申
込
締
切　

１
月
24
日
㈬

受 

講
料　
３
２
０
０
円 

（
箱
・
飲
物
付
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン

講 

師　
た
け
な
か 

あ
ゆ
こ
さ
ん 

（
Ｊ
Ｌ

Ａ
バ
ス
ボ
ム
＆
バ
ス
ソ
ル
ト
認
定
講
師
）

◆ 

高
松
短
歌
会
作
品
展

開 

催
期
間　

１
月
７
日
㈰
～
17
日
㈬

※ 

入
場
無
料

出 

展
者　

高
松
短
歌
会
の
皆
さ
ん

◆ 

手
作
り
工
房
作
品
展

開 

催
期
間　

１
月
19
日
㈮
～
29
日
㈪

※ 

入
場
無
料

　

出
展
者　

手
作
り
工
房
の
皆
さ
ん

◆ 

冬
の
味
く
ら
べ
〜
あ
っ
た
か
雑
炊
・

鍋
ま
つ
り
〜
の
お
知
ら
せ

　

１
月
20
日
㈯
～
２
月
18
日
㈰
の
期

間
に
ま
ち
か
ど
雑
炊
を
５
０
０
円
で

提
供
い
た
し
ま
す
。

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

た
か
ま
つ
ま
ち
か
ど
交
流
館

℡
２
８
２
‐
５
７
６
０

　
【
が
ん
ば
り
ま
し
た
】

●
平
成
29
年
度
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会

　
（
11
／
10
〜
12　

熊
本
市
）

カ
デ
ッ
ト
の
部
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

　
　
　
　
　

三
浦 

裕
大 （
河
北
台
中
）

　
　
　
　
　

薜 

史
斗 （
外
日
角
小
）

第
３
位   　
　
　
　
　
　

 　
　
　

組

催　

し

　
が
ん
ば
り
ま
し
た

●
第
13
回
か
ほ
く
市
囲
碁
将
棋

大
会

　
（
12
／
３　

高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
）

囲
碁
の
部　

１
部優　

勝　

前
田 

利
之 （
中
沼
）

第
２
位　

堀 

雄
二 （
浜
北
）

第
３
位　

長
山 

孝
信 （
宇
気
）

２
部優　

勝　

金
子 

源
三
郎 （
中
沼
）

第
２
位　

北
原 

寿
吉 （
木
津
）

第
３
位　

西
村 

一
磨 （
秋
浜
）

３
部優　

勝　

山
崎 

建
二 （
鉢
伏
）

第
２
位　

高
井 

銘
治 （
外
日
角
）

第
３
位　

中
田 

秋
末 （
高
松
）

将
棋
の
部

１
部優　

勝　

澤
田 

莉
太 （
鉢
伏
）

第
２
位　

武
部 

博
行 （
森
）

第
３
位　

東 

健
次 （
七
窪
）

第
３
位　

絈
野 

利
明 （
木
津
）

２
部優　

勝　

冨
澤 

凛 （
白
尾
）

第
２
位　

香
林 

葉
琉 （
秋
浜
）

第
３
位　

舩
木 

清
睦 （
白
尾
）

第
３
位　

南 

悠
斗 （
高
松
）

　
【
善
意
を
あ
り
が
と
う
】

●
河
北
畜
産
か
ら
、 

学
校
給
食
の
食

材
と
し
て
、 

自
社
で
生
産
し
た
豚
肉

１
４
５
㎏
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
平
成
29
年
台
風
21
号
災
害
に
か
か
る

義
援
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

か
ほ
く
市
立
中
央
図
書
館
古
本
市

５
万
８
６
０
０
円

●
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
に
か
か
る

義
援
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

名
垣
浦
仏
壇
店　

１
万
６
０
３
７
円

累
計
額
（
11
月
末
）

８
，
０
１
７
，
０
７
２
円

●
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
平
成
28
年

熊
本
地
震
災
害
に
か
か
る
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
受
付
は
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
）

各
義
援
金
等
の
受
付
場
所

　

 

健
康
福
祉
課
、 

高
松
・
七
塚
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

平成 29 年 11 月分 かほく市入札結果をお知らせします

No. 入札日 件名 工事・業務場所 契約額（円） 工事・業務請負業者

1 H29.11.2 公共下水道マンホールポンプ場汚水ポンプ改築工事 高松 4,104,000 フタクチ電設工業㈱

2 H29.11.2 谷公園遊具改修工事 谷 5,965,920 ㈱砂山組

3 H29.11.2 普通河川気屋川河川災害復旧工事 気屋 4,320,000 大藤建設㈱

4 H29.11.10 高松運動公園遊具改修工事 内高松 11,426,400 ㈱堀田建設

5 H29.11.24 宇ノ気浄水場２号ろ過機原水弁取替工事 鉢伏 3,363,120 ㈱柿本商会

6 H29.11.24 漏水修繕等に伴う舗装本復旧工事 市内一円 6,588,000 北川ヒューテック㈱

7 H29.11.24 黒川地内外配水管布設替に伴う舗装本復旧工事 黒川外 3,618,000 加州建設㈱

8 H29.11.24 市道高松 17 号線交通安全整備工事 高松 8,636,760 ㈱久保建材工業

9 H29.11.24 市道高松２号線外路側帯設置工事 高松外 4,978,800 アドライナー㈱

10 H29.11.24 市道宇野気５号線外路側帯設置工事 宇野気外 9,288,000 スタンドアドサービス㈱

各種証明書コンビニ交付サービス
　マイナンバーカードをお持ちの方は、次の　
証明書がコンビニで簡単に取得できます。

　・利用できる時間　6 時 30 分 〜 23 時

サービス提供
時間の拡大 手続きが簡単

印鑑は不要 市外からも
取得できる

メリット

[ 問い合わせ先 ]　市民生活課　℡ ２８３−１１１６

① 住民票
② 印鑑登録証明書
③ 現在戸籍の謄本・抄本
④ 戸籍附票

　善
意
を
あ
り
が
と
う
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《 コース略図 および 交通規制図 》

P
P

P

宇ノ気小学校体育館
（開閉会式）

かほく市役所
（スタート・ゴール）

新化保育園

宇ノ気川 宇ノ気川 

河北畜産

宇ノ気
浄水場

かほく市役所
七窪駐車場

長田ニット㈱

長楽寺
森公民館

JA 石川かほく
配送センター

山田撚糸

宇ノ気
給食センター

うのけ幼稚園

新化保育園前 念仏橋詰宇ノ気大橋

㈱ PFU宇ノ気中学校
宇ノ気新化館

工一自動車㈱

㈱サンエキ クスリのアオキ

市役所前：スタート・ゴール

宇ノ気小学校体育館：開閉会式

指定駐車場

中学生以上の部の走路

小学生の部の走路

　 ２月１８日 （日） 　第 14 回 かほく市制施行記念継走大会が開催されます。かほく市役所前を発着地点と

する周回コースとなっています。

◆市役所周辺の道路で交通規制 （車両通行止め） を行います。
　当日は、 大会参加者の安全確保のため、 市役所周辺の道路は車両通行止めになります。
　（詳細については下図をご覧ください。）
　お車でお越しになる場合は、 大会指定駐車場をご利用ください。
　また 「宇ノ気生涯学習センター」および 「ほのぼの健康館」は臨時休館いたします。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、 ご理解とご協力をお願いいたします。

◆選手の応援をよろしくお願いします！
　当日は、 コースの沿道から応援ができますので、 ぜひ会場へお越しください。
　・第６部門（小学生の部）  ９時　　 市役所前スタート
　・第１～５部門（中学生以上の部） ９時 45 分 市役所前スタート

※大会の詳細については、 12 月に全戸配布されたチラシをご覧ください。
　参加申込は 1 月 10 日 （水） までとなります。ぜひご参加ください。

※大会当日の交通規制 （車両通行止め）

規制時間　８時 30 分 ～ 11 時 30 分まで
規制区間　（　　　　　　）
　宇ノ気大橋交差点 ～ 念仏橋詰交差点 ～
　森公民館周辺

第 14 回 かほく市制施行記念継走大会開催に伴う

　交通規制のお知らせ
【問い合わせ先】

生涯学習課
スポーツ振興係
　℡２８３−７１３７

 

応
援

  

よ
ろ
し
く

　

   

ニ
ャ
ン

申告は正しくお早めに！（２月 16 日〜３月 15 日）

平成 29 年分 所得税および復興特別所得税の確定申告
平成 30 年度 市民税・県民税 ［住民税］ 申告

【 問い合わせ先 】
確定申告に関すること
▶︎金沢税務署　℡２６１−３２２１

住民税申告に関すること
▶︎税務課　℡２８３−１１１４

個人番号［マイナンバー］の記載が必要です。
　申告書や届出書を提出される場合、 マイナンバーの記載と次のいずれかの書類の提示または写しの添付が
必要です。
　・納税者本人のマイナンバーカード
　・納税者本人の個人番号通知カードおよび写真付身分証明書 （免許証など）

ポイント２

農業をされている方へ
　農業をされている方のみの申告は、 七塚健康福祉センターで２月 27 日および 28 日の２日間行います。
　ＪＡ職員の配置も上記 農業収支相談 の会場・期間のみとなりますのでご注意願います。

《注意事項》
① 確定申告をされた場合は、 改めて住民税申告をする必要はありません。
② 給与所得のみの方 （勤務先で年末調整済みの方） は、 確定申告も住民税申告も必要ありません。
③   平成 29 年中に所得がなかった方や住民税が非課税となる方でも、 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・

介護保険料および国民年金保険料の減免、 免除申請を行う場合や、 所得額 「０」 の記載がある非課税証明書
が必要な方は、 住民税申告が必要となります。

④ 土地や建物、 株式などを売買された方は、 金沢税務署での確定申告をお願いします。

ポイント１

◆ かほく市で 【 確定申告 および 住民税申告 】 をする方は…

◆ 金沢税務署で 【 確定申告 】 をする方は…

ポイント３
ご自身で確定申告書を作成してみましょう。　【国税庁ホームページ】
　申告時期は会場が大変混雑します。国税庁ホームページ 「確定申告等作成コーナー」 で作成すると便利です。
　提出方法もインターネット送信または郵送が選択できるようになっています。

 検索　http://www.nta.go.jp

申告内容 会場 開催日 （土・日・祝日を除く） 時間

確 定 申 告

住 民 税 申 告

かほく市役所

西フロア３階

   ２月 16 日 （金） ～３月 15 日 （木）

  受付時間延長週間［19 時まで］
   ２月 19 日 （月） ～２月 23 日 （金）

９時 ～ 12 時

13 時 ～ 16 時
高松産業文化センター    ２月 19 日 （月） ～２月 23 日 （金）

七塚健康福祉センター    ２月 26 日 （月）
   ３月   １日 （木） 、 ３月  ２ 日 （金）

農業収支相談 （農業申告のみ受付） 七塚健康福祉センター    ２月 27 日 （火） 、 ２月 28 日 （水）

※詳しくは、 １月中旬にチラシを全戸配布しますので、 ご一読願います。 

申告内容 会場 開催日 （土・日・祝日を除く） 時間

確 定 申 告
金沢駅西合同庁舎３階

（金沢市西念 3 - 4 - 1）

   ２月 16 日 （金） ～３月 15 日 （木）

  休日受付実施日
   ２月 18 日 （日）、 ２月 25 日 （日）

９時 ～ 16 時
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平成 30 年度「 かほく四季まつり」 の日程が決まりました！
名　称 日　時 場　所

春   桜まつり   ４月７日 （土）
   11 時 ～ 17 時   高松中町通り 額神社周辺

夏

  サマーフェスタ
  　　　　　　in かほく

   ８月４日 （土）
   ７時 ～ 22 時

  ビーチフェスタ：外日角海岸
  リバーフェスタ：大海川周辺
  キャッツフェスタ：かほく市役所

  白ギス釣り大会    ８月５日 （日）
   ４時 ～８時   白尾海岸周辺

秋   かにカニ合戦
   ～海の幸・山の幸まつり～

  11 月 11 日 （日）
  ９時 ～ 13 時 30 分   七塚生涯学習センター

冬   冬の味くらべ
   ～あったか雑炊・鍋まつり～

   １月 19 日 （土）
    ～２月 17 日 （日）   市内登録飲食店

　詳細については、 各まつりの前に
全戸配布チラシ等でご案内します。
　また、 天候等の諸事情により変更
が生じる場合がありますので、 あら
かじめご了承ください。

【問い合わせ先】

かほく市まつり実行委員会事務局
　かほく市商工会　℡ 076-282-5661
　産業振興課　　　℡ 076-283-7105

美味しく楽しく　かほく四季まつり

 　冬の味くらべ
　 〜 あったか雑炊・鍋まつり 〜
　ホッと温まるかほく四季まつりの冬編。かほく市出身の冒険飛行家 

「東善作」 がアメリカで経営していたチャプスイ店 （中国風雑炊） にちな
んだ食のイベントです。市内の登録飲食店がこだわりを持って考案した
アイデア雑炊や鍋料理が期間限定で提供されます。
　また 「食べてもらえる、 ダブルでおいしい」お楽しみ抽選会やかほく市
共通商品券がもらえるポイントラリーも行われますので、 ご家族、 ご友人
をお誘いのうえ、 ご賞味ください。
　なお、 登録店等につきましては、 後日配布されるチラシをご覧ください。

１月２０日 （土） ～ ２月１８日 （日）

〜考
かんが

えてみよう 多
たぶんかきょうせい

文化共生のこと〜 [ 問
と

い合
あ

わせ先
さき

]　生
しょうがいがくしゅうか

涯学習課　℡２８３−７１３７

「 『外
がいこくじん

国人のための防
ぼうさい

災ガイドブック』 を活
かつよう

用しよう」

　日
に ほ ん

本は地
じ し ん

震が多
おお

い国
くに

です。地
じ し ん

震の他
ほか

にも、 台
たいふう

風や洪
こうずい

水などの自
し ぜ ん さ い が い

然災害が起
お

こる

ことがあります。また、 かほく市
し

は日
に ほ ん か い が わ

本海側の地
ち い き

域なので、 冬
ふゆ

になると大
おおゆき

雪が降
ふ

ることもあります。

　自
し ぜ ん さ い が い

然災害が起
お

こったとき、 どう対
たいしょ

処すれば良
よ

いのか分
わ

からなかったり、 日
に ほ ん じ ん

本人向
む

けに提
ていきょう

供される情
じょうほう

報

の内
ないよう

容が難
むずか

しくて理
り か い

解できなかったりする外
がいこくじん

国人の方
かた

はたくさんいるでしょう。

　この 「外
がいこくじん

国人のための防
ぼうさい

災ガイドブック」 は、 日
に ほ ん ご

本語、 英
え い ご

語、 中
ちゅうごくご

国語、 韓
か ん こ く ご

国語、 

ポルトガル語
ご

、 ロシア語
ご

が使われており 「地
じ し ん

震や津
つ な み

波、 台
たいふう

風、 大
おおゆき

雪などの自
し ぜ ん さ い が い

然災害

が起
お

こるとどうなるのか」 「どのような行
こうどう

動をすれば良
よ

いのか」 といったことが、 

分
わ

かりやすい文
ぶんしょう

章で書
か

いてありますので、 ぜひ災
さいがい

害が起
お

こる前
まえ

に読
よ

んで、 災
さいがい

害が

起
お

こったときに落
お

ち着
つ

いて行
こうどう

動できるようにしましょう。

　ガイドブックは、 次
つぎ

のホームページからダウンロードすることができます。

　　・石
いしかわけんこくさいこうりゅうか

川県国際交流課：http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kokusai/tabunka/bousaigaido.html

　　・公
こうえきざいだんほうじん

益財団法人 石
いしかわけんこくさいこうりゅうきょうかい

川県国際交流協会：http://www.ifie.or.jp/ifie-disaster/

【 問い合わせ先 】かほく市企画情報課　情報推進室　℡ 283 - 7112

皆さんの　「声」　聞かせてください

広報かほく　ご愛読アンケート

　 市と読 者の皆さんをつなぐ「 広 報 か ほく 」に

ついて、アンケートを実施します。

　お寄せいただいたご意見・ご感想は、よりわか

りやすく親しみを持っていただける広 報 紙 づく

りの参 考とさせていただきます。ぜ ひ、ご 協力を

お願いします。

　また、ケーブルテレビの「 かほくチャンネル 」

や市の「 ホームページ 」といった広報手段につ

いても、皆さんの「声」をぜひお聞かせください。

切
り
取
り
線
✂

✂ 切り取り線 

のりしろ のりしろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

質問２）　「広報かほく」を読んでいますか？

皆さんの「声」をお聞かせください

質問３）　「広報かほく」の内容は わかりやすいですか？

□ わかりやすい　　□ わかりにくい　　□ どちらともいえない

質問１）あなたの年齢、性別、お住まいを教えてください。

年齢　　□ 9 歳以下　  □ 10 代　　□ 20 代
　　　　　□ 30 代　　　□ 40 代　　□ 50 代
　　　　　□ 60 代　　　□ 70 代　　□ 80 歳以上
性別　　□ 男　 　□ 女　
お住まい  □ 高松地区　   □ 七塚地区　   □ 宇ノ気地区
　　　　□ その他（　        　　　　　　 　　）

質問５）　どのような記事を充実してほしいですか？

質問６）　広報紙や ケーブルテレビ、ホームページなどについて
　　　　ご感想やご意見、ご要望などをご記入ください。

□ 毎回読んでいる　　□ たまに読んでいる　　□ ほとんど読まない 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問４）　よく読むコーナーはどれですか？（複数回答可）

□  すべて　　　  □ 特集　　  □  まちの話題　　　□ かほく市からのお知らせ　　
□  ほのぼの健康館　　　　     □ 児童館　　　　　 □ 子育て支援ガイド　 
□  哲学館へ行こう！　　　　 □  中央図書館　　　□ 文芸の窓　　　
□  イレネのGrias di! 　　　  □  部活動探訪　　　□ 行事食
□  カレンダー　　　　　　　 □  不用品情報・エコみらい河北
□  ケーブルテレビ番組案内　 □  その他（　　　　　　　　　  　　　  　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★プレゼントを希望される方は、必ずご記入ください。

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先：　　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　

《プレゼントのお知らせ》
　アンケートにご回答いただいた方の中から抽選
で 10 人の方に 【かほく市共通商品券 （ 1,000円 ）】 
をプレゼントいたします。
　当選のお知らせは発送をもって代え
させていただきます。

【回答方法】

　 下 記 アン ケートの 質 問に回 答してい ただ き、次 の
いずれかの方法で提出をお願いします。

 ① ポストから郵送 （切手は不要です。）
 ② ファックスで送信 → FAX 283 - 6745
 ③ メールで回答 → c a t v @ ci t y .k ahok u. lg . jp
 ④ 情報推進室に直接持参
 ⑤ 市役所や駅などに設置してある「提案箱」へ投函

【回答期限】

　平成30 年１月31 日 （水）
 ※ 郵送の場合、当日消印有効

【その他】

　アンケートの結果は「 広報かほく」で 発 表する予定
です。（個々のご意見に対する回答はいたしません。）
　回答いただいた内容は、広報紙の充実のためにのみ
利用し、それ以外の目的には利用いたしません。

郵送する場合は、のりしろ部分を貼り合わせて投函してください。 のりしろ

【あったか雑炊・鍋まつりＰＲイベント】
 ◆ 日 時　１月 21 日 （日）11 時 ～ 雑炊がなくなり次第終了
 ◆ 場 所　イオンモールかほく

一口雑炊 （300 食） を無料で
振る舞います！
にゃんたろうも遊びにくるよ！
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　裏面の質問項目に回答いただき、次の
①～⑤のいずれかの方法で提出をお願い
します。

① 切手を貼らずに お近くのポストから郵送
② ファックスで送信 → FAX 283-6745
③ メールで回答 → catv@ci ty.kahoku. lg. jp
④ 情報推進室に直接持参
⑤  市役所や市内の駅などに設置してある
「提案箱」へ投函

「提案箱」の設置場所
◦かほく市役所（正面玄関）
◦高松・七塚サービスセンター
◦中央図書館
◦JR 宇野気駅
◦JR 横山駅
◦JR 高松駅

９２９- １１９０

（
山
折
り
）

かほく市広報アンケート

金沢中央局
承　認

３６４０

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成 30 年 2 月
28 日まで

切手を貼らずに
ご投函ください

《受取人》

切り取り線 ✂

【伝統を受け継ぐ七塚第一分団】
　我々七塚第一分団は、昭和
22 年の澤野分団長に始まり、
現在 16 代目へと受け継がれ
ています。
　日々の活動として、木津・
松浜地区をはじめ、かほく市
全体の防災に努めています。
　団員のサラリーマン化が進む中、我が分団は
自営業者がまだ過半数を占めており、いざ災害
が起きても昼夜を問わず、すばやく活動が行わ
れています。
【出初式・裸放水】

　１年の計は元旦にあり。河北郡市消防団 23 分
団は、出初式およ
び裸放水を行って
います。
　我が分団はどこ
の分団より高く放
水しています。
　志は高く！

結成　　　　　   平成 16 年３月～
団員数（男・女）　19 人（19 人・０人）
平均年齢　　　   37.9 歳

【熱男！】
朝は弱いが、

夜は強い熱男！
体はでかい！

心は…熱男！
焼肉大好き！　熱男！
燃える２番員！熱男！
七一大好き！　熱男！

かほく市消防団
七塚第一分団

火 魂消
HI - KESHI - DAMASHII

うち
イチ

の
オシ
団
員 わが団イチオシ団員の意外

な（？）一面を紹介します！

和
いずみ

泉 稜
りょうま

馬 さん
［消防団歴２年］出初式・裸放水

第 ９ 回

このコーナーでは市内消防団の活動内容を紹介します。

笠
かさしま

嶋 英
ひであき

明 分団長

　昨年の終わりに久しぶりに映画館へ行って「ラストレシピ」と
いう映画を見ました。まず気になったのは美味しそうな料理が出
るということでした。
　簡単にまとめると、主人公の若いシェフが「最後の一皿」を作
る仕事のために、色んな人に会って、だんだん歴史をさかのぼっ
ていって、自分の過去に出会う話です。日本の植民地であった満
州国の歴史に絡みながら、彼のおじいさんが次々と「大日本帝国
食菜全席」と名づけたコースメニューを作り上げるように料理の
開発を重ねていくところが非常に面白く感じました。当地に共生
していたロシア・中国・日本など様々な文化から取材し、それぞ
れの料理の要素を合わせて、現在は「フュージョン料理」と呼ば
れているものが出来上がります。例えば、もちが入ったキャベツ
ロールを日本の出汁で味付けたコンソメで煮込んだ一品。
　映画のストーリーがあまりにも具体的で、こだわったところが
あったので、実際の話ではないかと思い、ネットで調べてみまし
た。それでまず分かったのは、映画の中で山形直太郎と呼ばれる
主人公のおじいさん、そして天才シェフが、本当は秋山徳蔵とい
う人で、以前にも彼の人生の歩みが本やテレビドラマに取り上げ
られたということでした。80 年代と 2015 年に「天皇の料理番」
というドラマがあったそうです。彼の経歴を見ると、福井出身で

1910 年代ごろにヨーロッパのベルリンとパリにある高級ホテル
のレストランにも修業しており、彼がドイツでも知られているの
かが益々気になりました。
　結果として、おそらくそうではなかったみたいですが、ある遺
産がドイツに残っていることにビックリしました。その遺産とい
うのは、ドイツに秋山トーマスという孫がいることでした。彼は
現在ベルリンの近くにあるポツダム市で活躍しており、ブランド
名でも宣伝している通り、日本の心とドイツの品質を一体化する
簡素なめがねを作り、ヨーロッパで販売しているようです。更に
面白いことに、彼が経営している会社は秋山徳蔵も結婚してから
住んでいた鯖江市に本社があるめがねのメーカーに由来してい
ます。
　一生の中で、文化の接点がどれだけ見つけられるのは、まった
く飽きないものです。実際に行ってみて、どこかの国で経験した
文化を自分の国または第三の国へ運んで行って何か新しいもの
が出来上がります。そして、そのものによってまた別の人が影響
され、話が代々続いていきます。その経過を目で追うのは非常に
有意義で楽しいと思います。しかし、やっぱり北陸の人には麒麟
の舌を持っている人が多い気がしました。

　イレネの
グリアス  　 　          ディ 

Vol.28「 満州、味覚とめがね 」

「グリアスディ！」とは、ドイツ語の方言で
「こんにちは！」という意味です。

かほく市国際交流員　グラフ・イレネ

暖房器具からの火災を防ぐポイント

　厳しい寒さの中、暖房器具は私たちの生活に必要不
可欠なものです。大切な生命・財産を火災で失わない
よう暖房器具など火気の取扱いには十分注意してくだ
さい。

１．ストーブの周りに、燃えやすい物を置かない。

２．洗濯物等をストーブの上や近くで乾かさない。

３．寝るときや部屋を離れるときには、必ず火を消す。

４．  ストーブに給油するときは、
必ず火を消してから行う。

住宅用火災警報器について
　かほく市では火災予防条例で住宅用火災警報器 （以
下、住警器） の設置が義務付けられています。
　火災を早期に知らせてくれる住警器を設置し、家族
および財産を火災から守りましょう。
　また、住警器の設置の義務化から 10 年以上が経過
しています。電池切れ等が懸念されますので 10 年を
目安に取り替えましょう。

※ 住宅火災による死者 885 人（放火自殺者等を除く）
のうち、約半分（440 人）が逃げ遅れによるものです。

（平成 28 年全国火災統計より）

　　　　　　【問い合わせ先】
　　　　　　　消防本部  予防課   ℡２８３−３５８５

石川県かほく市宇野気ニ８１番地

かほく市役所
企画情報課 情報推進室  行
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女子キャプテン
中田 恵里 さん（２年）

Vol.32
高松中学校
バドミントン部

BUKA-TAN

 部活動探訪

顧問　　川原 健太 教諭
　　　　嘉門 昌代 教諭

部員数　18 人　    １年生    12 人
　　　　　　　      ２年生　  6 人
　　　　　　　      ３年生　 − 人

部のモットー　常に全力
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四季折々の行事と密接に結びついている 「行事食」。家庭でも、 旬のものを
献立に取り入れ、 日々の食事を楽しく、 喜びあふれた時間にしたいものです。
今年度は家で手作りしたくなるような季節の行事食を紹介します。

行 事 食みんなで作って、

いっしょに味わう

おせち料理にもおすすめ
い　り　ど　り　( 筑　前　煮 )

   材料（６人分）

・鶏肉 （一口大） 200 ｇ 【 調味料 】
・れんこん （乱切り） 200 ｇ ・砂糖　　    40 ｇ
・ごぼう （乱切り） 小１本 （80 ｇ） ・薄口醬油　60 cc
・にんじん （乱切り） 1/2 本 （100 ｇ） ・酒　　　　40 cc
・こんにゃく （乱切り） １枚 ・だし　　     適量
・いんげん （絹さやでも可）　　　    少量
・生姜 （短い千切り） 20 ｇ
・サラダ油 大さじ１

   作り方

① 鍋に油を熱し、 鶏肉を８割程度炒めて取り出す。

②  ①の鍋に、 れんこん、 ごぼう、 にんじん、 こんにゃくを
炒め、 調味料を入れて落とし蓋をして煮る。

③  野菜に火が通ったら、 鶏肉を加え、 仕上げの際に塩茹
でしたいんげん、 生姜をいれ、 汁気がなくなるように
煮つめてできあがり。

いりどりは鶏肉、 にんじん、 ごぼう、 れんこん、 こんにゃくなどを少量の油で炒めて甘辛く
煮た料理です。もともとおせち （御節） は一年のはじめである正月に家内安全と家族の健康、 
子孫繁栄、 豊作を願って、 縁起の良い食べ物を神様にお供えしたのがはじまりです。

祝日には国旗を
掲揚しましょう１月のカレンダー

１月１日 ㈪
　　望月眼科医院
　　　（内灘町旭ヶ丘 142　℡ 239 - 1515）
　　紺谷医院（内・小）
　　　（かほく市木津ヘ 12-1　℡ 285 - 0020）
１月２日 ㈫
　　山田耳鼻咽喉科医院
　　　（津幡町津幡ロ 5-10　℡ 288 - 2084）
　　角田医院（内・小）
　　　（かほく市高松ナ 15-1　℡ 281 - 0012）
１月３日 ㈬
　　たなべ眼科医院
　　　（津幡町北中条 8-57-1　℡ 289 - 6340）
　　はせがわクリニック（内・消・外）
　　　（かほく市内日角 4  -12　℡ 283 - 6611）
１月７日 ㈰
　　木島脳神経外科クリニック
　　　（津幡町北中条２丁目 33　℡ 289 - 7430）
　　政岡医院（内・小）
　　　（内灘町鶴ケ丘 4 丁目 1-265　℡ 286 - 1766）
１月８日 ㈪
　　土島整形外科医院
　　　（内灘町旭ヶ丘 148　℡ 238 - 4858）
　　宗平内科医院（内・循・神内）
　　　（津幡町井上の荘 2 丁目 1-1　℡ 288 - 7600）
１月14日 ㈰
　　山崎外科胃腸科医院
　　　（津幡町加賀爪リ 20　℡ 289 - 2288）
　　村田医院（内・小）
　　　（内灘町鶴ケ丘 2 丁目８-15　℡ 286 - 0300）
１月21日 ㈰
　　中田内科病院
　　　（かほく市内日角 6 丁目 35-1　℡ 283 - 1121）
　　おおたクリニック（内・小）
　　　（津幡町太田は 112　℡ 288 - 6000）
１月28日 ㈰
　　きた眼科クリニック
　　　（かほく市白尾イ 50-1　℡ 283 - 1515）
　　茶谷医院（内・小）
　　　（内灘町西荒屋 53　℡ 286 - 8478）
２月４日 ㈰
　　河北中央病院（内）
　　　（津幡町津幡ロ 51-2　℡ 289 - 2117）
　　沖野クリニック（小・内）
　　　（かほく市高松ノ 1-9　℡ 281 - 0500）

休日当番医
   （時間 9：00 ～ 17：30）

（受診の前にお問い合わせください）

日 曜日 主な行事やお知らせの内容
１日 ㈪【元日】年のはじめを祝う。
２日 ㈫
３日 ㈬

４日 ㈭

○かほく市消防団出初式（9:30、かほく市役所）
○ 河北郡市消防団連合会出初式（11:00、津幡町文化会館　

シグナス）【放水会場】津幡川右岸（加賀爪地内）
○心配ごと相談（13:30 ～ 16:00、七塚健康福祉センター）

５日 ㈮
６日 ㈯
７日 ㈰ ○第 14 回かほく市成人式（10:00、河北台中学校講堂）

８日 ㈪【成人の日】おとなになったことを自覚し、 みずから生き抜
こうとする青年を祝いはげます。

９日 ㈫ ○聴覚障害者生活相談（10:00 ～ 12:00、ほのぼの健康館）
10日 ㈬ ○無料法律相談（要予約・先着順）（13:30 ～ 16:00、消費生活センター）
11日 ㈭ ○心配ごと相談（13:30 ～ 16:00、七塚健康福祉センター）
12日 ㈮ ○シルバー人材センター入会説明会（14:00、高松北会館）
13日 ㈯ ○本の展示会 哲学する本棚 「スポーツ」（２月 28 日まで、哲学館）
14日 ㈰
15日 ㈪
16日 ㈫
17日 ㈬
18日 ㈭ ○心配ごと相談（13:30 ～ 16:00、七塚健康福祉センター）
19日 ㈮
20日 ㈯ ○寸心読書会⑧（13:30、哲学館）

21日 ㈰
○文化財防火デー火災防ぎょ訓練（7:00、木津神明神社）
○スポレクサーキット大会最終戦カローリング競技会
　（8:30、河北台健民体育館）

22日 ㈪
23日 ㈫ ○聴覚障害者生活相談（10:00 ～ 12:00、ほのぼの健康館）
24日 ㈬
25日 ㈭ ○心配ごと相談（13:30 ～ 16:00、七塚健康福祉センター）
26日 ㈮
27日 ㈯
28日 ㈰ ○映画 「みんなの学校」 上映会（13:00、哲学館）
29日 ㈪
30日 ㈫

31日 ㈬
○市・県民税　第４期納期限
○国民健康保険税　第９期納期限
○ 市民大学校 「～今だから出来ることがある～正しい遺言書

の書き方・使い方」（10:00、七塚生涯学習センター）
２月１日 ㈭ ○心配ごと相談（13:30 ～ 16:00、七塚健康福祉センター）
２日 ㈮

３日 ㈯
○禅文化体験会（9:00、 哲学館）
○ 市民大学校 「笑顔のチカラ」 【フリーアナウンサー横田幸子氏】

（10:00、七塚健康福祉センター）

４日 ㈰ ○絵本で楽しむクッキング（9:30、ほのぼの健康館）
○哲学する本棚 「スポーツ」 哲学カフェ（13:30、哲学館）

※  冬期間 （１月・２月） は降雪のため、
  古紙類・古着類拠点回収は休止します。

開催日の２日前までにご予約ください。
※ 吹きガラス中級コースは、エコみらい河北の吹きガラス体験教室を

１回以上受講されたことのある方が対象です。
[ 問い合わせ先 ]　エコみらい河北　℡ 288 - 4545

「エコみらい河北」体験教室
日　程 教　　室　　名 受講料

１月 13 日 ㈯
２月   ３日 ㈯

ガラスモザイクアート
（ビンのかけら工作） 500 円

１月 14 日 ㈰
吹きガラス中級コース※ 2,000 円

オリジナルコップを作ろう
（吹きガラス体験教室） 2,000 円

１月 20 日 ㈯ ガラスに絵を描こう
（サンドブラスト体験教室）

500 円
※ ガ ラ ス 製 品 持 参

１月 27 日 ㈯ 手作りガラスビーズ
（とんぼ玉作り） 1,000 円

２月   ４日 ㈰ ひな人形作り 3,000 円

[ 問い合わせ先 ]　防災環境対策課　℡ 283 - 7124

不用品情報ダイヤル登録状況 −無料− 12 月 19 日現在

譲ります 譲ってください

・水槽　　  ・犬小屋 （Ｍサイズ）
・ひな人形　
・金太郎人形 （ケース付き）
・日本人形 （ケース付き）
・ゴルフセット

・鳥かご
・ゴムボート
・ギター
・エレキギター

ハレの日には、 かざり切りで
華やかに仕上げてみましょう
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かほく市の住民基本台帳人口
（平成29年11月30日現在）

男性　　　17,027 人   （ ＋　10）
女性　　　18,145 人   （ −　14）
合計　　　35,172 人   （ −　４）
世帯数　12,744 世帯（ ＋　４）
　　　　　　     ※カッコ内は 前月比

かほくチャンネル番組ガイド

時 間 内　　　容
5:00 映像特集

6:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

6:30 映像特集　

7:30

こちらかほく市情報局（90分）

（内容）

かほくチャンネル番組ガイド
かほく市イベント案内
Weekly Kahoku City （かほく市ニュース）　　
　　市内各地で取材した出来事をお届けします。
各課からのお知らせ
国、県などからのお知らせ　

9:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

10:00 映像特集

11:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

11:30 こちらかほく市情報局

13:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

13:30 映像特集

14:30 北國新聞ニュース 

15:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

15:30 こちらかほく市情報局

17:00 映像特集

18:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

18:30 映像特集

19:30 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

20:00 北國新聞ニュース  

20:30 こちらかほく市情報局

22:00 映像特集

23:00 かほく市からのお知らせ（文字・静止画）

23:30 映像特集

0:30 こちらかほく市情報局

2:00 放送休止（5：00まで）

●今月の映像特集

年末年始「Weekly Kahoku City 2017」プレイバック

平成 29 年下半期に放送した「Weekly 
Kahoku City 2017」を一挙放送！見逃し
た番組をこの機会にぜひご覧ください。
◆放送日　12 月 23 日 ～１月５日

認知症にやさしいまちづくりシンポジウム

12 月２日、七塚健康福祉センターで開
催されたシンポジウムから、県立高松
病院 北村立院長の講演「認知症に負け
ない生き方」他をお届けします。

加入相談、番組内容など
ケーブルテレビのお問い合わせは…

企画情報課  情報推進室（市役所東フロアB 1F）
℡ 076-283-7112　　℻ 076-283-6745
E メール：catv@city.kahoku.lg.jp

◎ 番組の詳しい放送時間と内容はこちらから
 ① 放送している「番組ガイド」で確認する。  
 　放送時間　7：30、11：30、15：30、20：30、0：30
②「いいメールかほく」を利用する。
③ デジタルテレビの電子番組表（EPG )を見る。
④ かほく市ホームページで調べる。
　※このほか電話でもお答えしていますので、お気軽に
　　 お問い合わせください。（平日８:30～17:15）

〔番組は、毎週金曜日の夜に新しい内容に更新します〕

かほくチャンネル
１月の番組案内 かほく市ケーブルテレビ

ネットワーク

デジタル９ch
STB037chで
ご覧くださいね！

6:15 ～「ちょいトレ」

15:00 ～「ちょいトレ」

１/31 ㈬ 18:45 ～
「月イチスタジオ６４５」
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Weekly Kahoku City

ライトプラン加入世帯で使用料（1,080 円）が免除に
なる減免制度のお知らせ
◆家族が 70 歳以上のみの世帯で、住民税（市・県民税）

が課税されていない世帯
〈申請に必要なもの〉

　① 申請書（世帯全員の署名・押印が必要）

◆障害者手帳（障害程度等級１級または２級、A 判定）
を所有する家族がいる世帯で、住民税（市・県民税）
が課税されていない世帯

〈申請に必要なもの〉
　① 申請書（世帯全員の署名・押印が必要）
　②  障害者手帳の写し

※申請書は情報推進室・各サービスセンターにあります。
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